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面積・線長精密測定器の定番X-PLAN360が生れて10年が経ちまし

た。ながい間のご評判、ご愛用を感謝いたします。この度、コード

レス連続使用80時間の新機軸を加えるとともに、一段と性能を向上

させたニューモデルを発売いたします。精度、性能、耐久性を誇る

ウシカタの製品はご安心、ご納得してお使いいただけます。

I ■面積・線長・周囲長＝同時測定
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エクスブランの精度について(測定誤差0.1％以内完全確保)X-PLAN380dI､X-PLANB6OCと毛に、

測定値のバラツキのないよう細心の注意をしております。製品には必ず検証ケージを添付しておりますので、一層ご安心してお

使いいただけます。

疲れないエクスプラン操作(偏心大型トレースレンズ)－座ったままで正確に測定できるトレースレンズを採用
するなど、測定者の疲労を軽減する機櫛になっています。（特許取得済）

9ノ職ｧり7勺アコンピュータ接続、プリント記録、座標測定ができる上級機‘缶も詐仙

エクスブランBBDC
（さんろくまるシー）

■座標･面積･線長･辺長･半径=同時測定､任意出力

★図心･角度･三斜面積測定などができる活用ソフトを

ご希望の方に無憧ご提供中(PC98用）

資料のご請求は下記FAXで
ご鷲になった誌名･呈・希盟倫品･送付先導を必ず明脆くた畠L‘

FAX､03(3756)1045
ﾉjヘヰ方商会(ｳｼｶﾀ）
146束京都大田区千鳥2-12-7TEL.03(3758)1111(代）



聴業擬議
一

目次8．1⑨④5 641No.

論壇

森林脅哩と社会とのかかわり－合意形成のマニュアルを考える 水平勇吉 2

特集長期試験地等の設計･運営･成果1 7●岳● ●｡

釜淵森林理水試験地……………………………………･･･…

照葉樹林における森林生態調査区……………･…･……･…

動物と植物のｲ;Ⅱ互関係調査地金華山島一シカを中心に

齋
山
高

》
》
武
進
成

藤
本
槻

８
４
９
１
１

Ｇ
●
■

●
●
●

●
■
●

史
一
紀

解説

…..…山本哲也・･･26

…………..…….….…･…29

森林技術研修と教材整備

第41回林業技術コンテスト発表要旨1 ●●岳｡■●

高尾III国有林において鳥類の種子散布を活川した森林づくりについて……曽村尚明・岩崎孝司…30

除革剤によるニセアカシアの駆除

一除伐後の萌芽に着|ヨした低コスト化の試み･………･………………･竹本俊夫・外山篤司…32

ブナ二次林の生長状況調査について………………･…"……･………･…………･樋口賢・櫻井勝…3‘I

ブナ地帯育成天然林施業における林床植生と更新樹の成立状況・"……"･………米澤義則…35

ヒバ天I地栫跡地における稚樹成長の一考察………………………………笹井玉蔵・能登谷秀雄…36

育成天然林施業（広葉樹除伐試験）について…………･…………………･………･白涜正明…36

沼牛施業指標林の現況と今後の施業について……………･…･……･…･…………･伊藤日出男･･･37

国有林の多而的機能を活かした今後の森林管理施業について

（買入れ国有林における拡大造林地の成果を踏まえて）……･…･…………･…吉野慎治…37

随筆

永山久夫…38'二1本人の長寿食17

人生至る所に…17

｢上手に食べて，すらりと出し，ぐっすり眠れ」

蝶で国際協力（11）

－“世界最大の花「ラフレシア」を見た” ･杉本啓子･･･40

技術情報特別編・…･･…･……･･･………･28小嶋睦雄の5時からセミナー2．．．．．…･･44

傍目八木・……………．．－．…－…．42本の紹介……･･･……･････…････…44

統計にみる日本の林業…･……………･…･42林政拾遺抄・…………．．……･……･45

こだま･･･………･…･-……･…･43林業関係行事一覧・……･…･47(奥付対向）

日林協〈山火事予知ボスター＞の図案・標語募集の中止についてのお知らせ･･･…・7

r森林航測』誌（175～178号）の今年度の発行予定について．････…･･･…．．…･…････…18

平成7年度（第18回)r空中写真セミナー』開催のご案内，編集部受贈図書……･25
1996年版林業手帳のサイズについて，細日本林業技術協会支部連合会のお知らせ･･･46
協会のうごき，編集部鐸e…･･･………････…･……･…･･･“･…･…．｡……．．…･･…･…．46

コ
オ
ニ
ユ
リ

鐵

・表紙写真･"山頂の公衆電話"宮崎県西臼杵郡北郷村字納間・中小屋山頂,撮影＝中武健次(宮崎県H向市在住)。
「中小屋天文台のある山頂に木でできた樋諦ボックスがあり,訪れた人たちがよく利用していた｣第42m森林・
林業'就典コンクール一席｡キャノンA-1,28ミリレンズ,1/125秒,絞り8,フジカラーHR100｡獄

1995.8



2

…一一，…
ユー…』-．「‐韓琴言震隈垂匡牢￥ザ

弘
珊 増

森林管理ど

社会どのかかわり
－合意形成のマニュアルを考える－

’■■■■■■■■

このひらゆう

木平勇
詫
圭
ロ 東京農工大学農学部丑0423-67-5752．直通

見つめられる森林

森林写真集の出版が盛んです。美しい緑や水，鳥や動物たちのカラー写真は普

店にあふれています。森林は，今，文字どおり社会から見つめられています。と

ころが，その森林を育てる制度や管理について，あるいは，それに携わる森林行

政官や林業家の様子はまったく見えてき

ません。人々は森林の管理にはあまり與

蕊悪寒
くこと，が必要だと思います。この2つ

▲①社会は金魚鉢の中のr美しい森｣を見つめています。しかし'管理すのことを達成するために，合意形成のマ
る仕事と人には目隠しシールがはられて外からは見えません。

（画・関忠雄氏）ニュアルについて考えてみます。

Iなぜ，今，社会とのかかわりか

森林のことは専門家にすべてを任す，人々はそれに従うという対応の図式が封
おかみ

趣社会以来続いてきました。「素人は口を挟むな」という専門家と「御上のやるこ

とだから黙っているのがよい」とする社会の態度の構図が定着していた時代では

両者には情報公開や理解促進などの必要はなく，お互いに興味の対象ではなかっ

たわけです。ところが，まずアメリカで，そしてヨーロッパで，そして日本でも

休業技術No.6‘1119958
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1960年代後半にこの構図は音を立てて崩れました。自然保護運動は大面積皆伐や

荒っぽい林道工事への疑問を生みだし，さらに，スーパー林道やリゾート開発，

原生林保護など1970年代から1980年代にかけて森林と社会との間にトラブルが

多発しました。

市民としての権利意識の向_上，マスメディアによる情報の増大，身の回りから

地球規模までの環境問題の広がりの中で，「自然｣の代表として森林を人々は見つ

め始めました。これに対して行政官を中心とした専門家の意識は，そして，社会

への対応の方法はほとんど変わらないように私には感じられます。それゆえ，専

|'1家にとって，今，社会との新しいかかわりが求められています。森林管理につ

いてFI隠しシールをはがして説明し，人々の正しい理解を深め，社会の信頼を高

め，支持を得ることが，今，世界中の森林専門家の課題です。

森林管理は技術だなぜ，昔のように専門家だけではうまくいかないのでしょうか。森林専門家の

けで大丈夫か経験と技術は相当なもので，さまざまなタイプの森林を育て上げることができま

す。ある地域を人工林にすることができるとします。さらに，そこをキャンプ場

にも，野生動物の保護区にもできるとします。

蕊
△②…談な緬値観を持つ人々の森林理摺鶚謹溺かに脚ていますが,素人である一般の人々の一役としての専門家。

価値観を大切にしなければなりません。この点

をはっきりと意識しないと，専門家は技術至上主義に陥り社会からの支持を失う

ことになります。1988年の知床伐採問題は，この技術論と価値論との行き違いが

端的にでました。天然林施業の技術的な｣l当性を主張した国有林と，原生林の保

存の価値を主張した自然保護団体とは議論する共通の土俵にのることなく終わり，

森林管理者への世間の不信感が残りました。

公共の森林はだれ社会的な需要が森林の使い方を決めるといいましたが，公共の森林を管理する

のものか側はこのことをはっきりと認識しなければなりません。国有林は国民のために，

都道府県有林は都道府県民のために利川される公共財産であることにはだれも疑

問を挟まないでしょう。ところが，森林管理の内容や，計画を立てる手続きをみ

ると，そのようにはなっていません。民主主義体制が早く導入されたアメリカや

カナダにおいても，国有林の計画手続きで陸l民の意見を取り入れる制度は最近ま

でなかったのです。日本ではすでに述べたように計画立案は専門家に任され，主

的

林業技術No.6411995.8
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森林計画が社会的

に認知されるには

に官庁の内部だけで作られています。今，森林と社会とのかかわりを考えるとき，

あらためて，国有林は国民のために，都道府県有林は都道府県民のために管理さ

れるべきことの念を押す必要があります。

次に，森林の存在は所有者だけでなく，地域の人々にも環境として影響します。

豊かな森は緑と水と空気，安全や楽しみ，風景を作り出してだれにでも分け与え

てくれます。外部経済効果は地域の人々に大きな影響を与えるので，所有者だけ

ではなく，地域社会の意見を取り入れた計画づくりと管理とが欠かせません。

公共の森林の仕事は制度と計画に基づいて行われることは，私たちの回りでは

常識です。国有林の計画，都道府県有林の計画はそれぞれ正規の手続きを経て，

｢公式」に承認されています。法的には完全に認知されています。

ところが，計画の内容を地域の人々は知りません。計画の存在さえも知られて

いないのが現状ではないでしょうか。社会的にはまったく認知されていないとい

うべきです。知られていない計画は社会から支持されるはずがありません。この

ような頼りない森林と社会とのかかわりを考え直す必要があります。そこで，社

会とのパイプを太くし信頼し合える関係を実現する手段として，合意形成の方法

を考えてみます。

II合意形成の薫篝ユ炭険:を考え'参二息日本の国寡林の場套饗

誤解されやすい言

葉「合意形成」

法制度の整備が重

要だが

国有林が地域住民との合意形成を進める方法について，私が考える要点を述べ

ます。営林局署が自らのマニュアルを開発するヒントになればいいのですが。

合意形成という日本語は「異なる立場，意見の人々が一致点を見いだし同意す

ること」と解釈できます。しかし，私は，この言葉には合意に達するための努力

と過程に，より重要な意味があると考えています。「住民が森林計画づくりに積極

的にかかわり，理解を深め，議論を交わす機会づくり」を合意形成の主な内容と

定義します。そのためにさまざまな機会に一般の人々が参加することが絶対に必

要となります。さまざまな機会として，計画の現地説明会，公聴会，自由な討論

会など立案に直接かかわる場合と，登山，キャンプ，散策，植物観察会，探烏会，

エコツーリズムなどの森林を楽しみ知る機会とがあります。

前者は立案過程への住民参加，後者は日常的な住民参加といいます。人々が森

林行政官や研究者と話し合い顔見知りになることも大切な参加です。このように

合意形成とは，厳格な意味での同意づくり(Consensusbuilding)から，楽しい

親林活動への参加(Publicinvolvement)までを含めた内容を意味する言葉で

す。せっかちに合意という結果を得ようとすると無理が起こります。理解を深め

る話し合いの過程が大切です。説得は必要ですが，本質的な方法ではありません。

法律を作り計画立案を行う場合の合意形成の手続きを定めることは非常に重要

なことです。海外では立案への住民参加を規定する法体系の整備が進んでいます。

合意形成のマニュアルも作られています。ところで，日本の国有林の現在の制度

の中でも合意形成を進める方法は多く考えられます。マニュアルは営林局署が必

要性に基づいて工夫するものですが，次のことはヒントにはなるかもしれません。

国有林の計画制度では5年の周期で，1年間は直接的な立案過程への参加とし

林業技術No.6411995．8



営林署の玄関の雰

囲気づくり

自然解説や森林体

験の催しへの招待

人目を引き付ける

森林の案内標識

営林署の顧客名簿

を作る

5

て，残りの4年間は日常的な参加として，地域の人々と接します。まず，日常的

な参加を促進するために4つの工夫を提案します。

植物や動物，キャンプなどのことを尋ねたい人が入りやすいように，玄関と受

付の雰囲気づくりには旅行社のスタイルが参考になります。写真やパンフレット，

森の情報が美しく並び．だれでも気軽に立ち寄れる構造が必要です。高山植物や

登山情報，山菜や紅葉の季節情報などの森と自然の情報サービスは国有林が得意

とするところです。ビデオやスライドによる楽しい営林署の仕事の紹介も大切で

す。

この春に私は北海道庁の旧館を訪れて，北海道の歴史についてのすばらしい情

報サービスを楽しみました。アメリカの営林署の玄関は入りやすく美しく情報が

あふれていて，受付の感じがとてもいいのに鯖きました。一般の人々を招待する

ために，営林署の玄関はひと工夫が必要です。また，電話やマルチメデイア・ネ

ットワークは，国有林と社会とを結ぶ大切な道具となります。

インストラクターや自然解説者（インタープリター）は自然への興味を引きだ

す重要な役割を担っています。これは合意形成の日常活動の基本です。これを通

じて自然への興味を深め，正しい知識を持ち，森林管理の仕事を理解することが

できます。国有林職員の5人に1人はインストラクターの資格を取りたいもので

す。営林署長さんも取ってほしい資格です。

「小学生たちが職場にやってきた｣ときに質問に答えるのも営林署の本来の仕事

になりますから，相当の勉強が必要です。水や土壌，野生動物などが森林管理に

よって，どうなるかを予測するアセスメントの高度な知識も要求されます。社会

への優しい対応と豊かな知識とは，合意形成の必須条件となります。樹木を育て

ることと同様に，人々との関係を育てることは大切な仕事となってきました。

野外の標識は自然解説の1つの方法です。森林を訪れた人に正しい知識を伝え

興味を引きだす手段です。美しく印象的な標識はよく読まれ，見苦しく内容の乏

しい標識は無視されます。森林の標識は営林署の社会への対応の態度をよく物語

っています。これは国有林の顔であり，国有林の存在と役割を広報する重要な手

段です。標識コンクールなどによって解説活動の水準の向上が待たれます。案内

板の作り方も最近はよく研究されています。

営林署の玄関での接遇，情報の提供，自然解説活動，看板の作り方などは林業

技術者にとってまったく新しい仕事であり，資質です。このような職員が活躍す

る時代になりそうです。アメリカの営林署には「合意形成課」に所属する知識豊

かな専門職員が必ずいます。社会とのかかわりに責任を持つ大切な技術者と考え

られています。

国有林の意見を流すにはマスメディアが重要ですが，それとは別に営林署は国

有林に関心の高い人々を対象とした，「順客｣名簿を持たなければ仕事になりませ

ん。手紙を送り話しかける具体的な人々の所在です。林産・土木業者，地元市町

村や関係公官庁，労務団体などの名簿に加えて自然保護団体，地域のボランティ

ア，レクリエーション・釣り・猟，そして，動物・植物や野鳥愛好者など広い範

囲の人々も対象になります。地域で森林に親しみ利害を感じる人々です。

林業技術No.6411995.8
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立案過程への参加

のためのマニュア

ノレ

決して営林署のサポーター名簿ではありません。説得しやすいグループの名簿

でもありません。国有林の仕事に関心があり利害にかかわる人々であり，この名

簿は森林計画を立てるときに合意形成を進める具体的な対象者として使われます。

これがなければ何も進みません。どのような顧客名簿を持っているかは，営林署

の社会とのかかわりを示す指標といえます。

森林計画を作る基本は，まず森林の現状を調べることです。このために国有林

には資源調査マニュアルがあります。これと同じように社会の人々の意向を集め，

議論を進めなくてはなりませんが，そのための「合意形成マニュアル」はまだあ

りません。多くの国々で,マニュアルづくりが1980年

代から進められています。日本の国有林も公有林も早

▲③マニュアルを作ると合意形成の仕事は容易に組織

だって行えます。（画・関忠雄氏）

急に作る必要があります。社会との新しいかかわりを

確立するために必要な手続きだからです。マニュアル

は専門的なもので，営林局署で作るものです。ここで

は私の試案の概要だけを例示します。住民参加による

合意形成とは個人が勝手に努力する仕事ではなく,マ

ニュアルにより組織だって行うべきで，世界のいずれ

の陸|でも避けて通れない仕事となりつつあります。

現在の国有林の制度の範囲内では下記の7つの手続

きが必要であり，そのスケジュールと順序を流れ図で

まとめました。

第1期計画編成以前の日常活動（編成年の前年まで）
↓；母：、

第2期計画制度と合瀧形成の手続きの広報;(当集度の1月～3月）’；

第3期計画する国有林の現状と課題の説明く4月筆5月）
↓：．‘

第4期意見の交流と相互の討論の実施（6月～10月）
↓

第5期選択可能案の作成と脱明（11月～”月）
↓

第6期最終案の決定と説明，出された窓見への応答と記録（1月～3月）
↓

第7期実行時での理解促進（編成終了後の4月から）

γ蕊

蕊

▲④広報活動,情報とアセスメントの提供,意見の収集と議論,代替案と選択が計画立案時の合
意形成の基本的な手続きです。

おわりに

合意形成とは手間と時間と金と忍耐のいる仕事ですが，世界の多くの国の森林

家は苦い経験を繰り返しながら実力をつけています。森林の姿も森林の仕事も社

会から正しく見つめられることを目指しています。

《完》

林業技術No.“11995．8
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長期試験地等の設計･運営｡成果特集 1

森林・林業分野に限らず，およそ現実世界に取

材する学問では，「現地をして語らしめよ」という

言葉が重視されます。物事の考え方の2大経路と
えんえき

いわれる帰納法にしる演鐸法にしろ，現実世界か

ら得られた資料がすべての出発点であり，また，

その資料によって検証される必要があるからです。

一次資料を得る重要さがいわれるゆえんですが，

調査や試験研究に長期間を要するものになればな

るほど,運営･維持･管理の現実問題,例えば,経費

の問題，フィールド占有の問題，人の配潰の問題，

そして，フィールドや試験研究同体を取り巻くさ

まざまな自然・社会条件の変化など問題が地層の

ように積み重ねられていき，いちおうの成果が得

られれば幸い，もうひと頑張りのところで中止の

やむなきに至る場合もあるやに聞き及んでいます。

長期間の調査・試験研究が必要だと叫ばれるゆ

えんは，「現地をして語らしめ｣るのに必要な時間

が，それだけ長いからにほかなりません。特に森

林・林業分野で「語らしめ」る資料を得るために

は，実験室レベルの研究とは比較にならないほど

の時間と広がりを要することは自明の理です。

「そんなことはわかっている｡現実問題としてね

え…」の声が聞こえてきそうです。それでは，と

いうことで,各地で続けられてきた試験地等の"継

続の秘訣”はどこにあるのか，また，“継続"の必

要性を明確にもって進められている試験地等の意

気込みとコンセプトはどのようなものなのかを提

示していただこう，と考えた次第です。地域や調

査主体にできるだけバラエティーをもたせるよう

に配慮しながら，本号，次号，そして，11月号の

3回，3本ずつの特集をお届けしてまいります。

最後に余談を2つ。冒頭で帰納，演緯，一次資

料うんぬんと申し上げましたが，天才的発想法，

例えばウェゲナーの大陸漂移説のように，自然と

の対話法（測定法）が未発達であったり，周辺科

学の発展を待たざるをえない状況も一方にはある

のだ，という科学史の教える寛容の心を忘れては

いけないのかもしれない，ということ。

もう1つは特に学生諸氏へ。ある大学教授の言

葉です。「卒論ならば，他人が使える，しっかりし

たデータがまとめられていれば，それだけでも単

位を||'すだけの価値があると思うよ」ただし,く

れぐれも逃げ口上だけにはしないでください。お

願いします。編集部

この.|州は，特集の本文を読まれてから参照してください。

＊齋藤武史氏（ただし，ケースバイケースで対応Iﾘ）
〒020-01盛岡市下厨川字鍋屋倣72森林総合'1暁所東北支所経憐部防災研究室艮
aO196-41-215()FO196-41-6747

＊山本進一氏（問い合わせは，できればe･mailを希望）
〒7001MI111市津島中1-1-'l岡II1大学腱学部総合腱業科学科
SO86-251-8374FO86-254-()714e.mail:siyamam()@ccews2.cc.okayama-u・ac.jp

余高槻成紀氏

〒113束京都文京区弥生1-1-1東京大学大学院腱学生命科学研究科野生動物システム学教室
a03-3812-2111(内線7542)F()3-5800-3903

祭武謎

識
鐵
蕊
懲
鐸

＊日林協＜山火事予知ポスター＞の図案・標語募集の中止についてのお知らせ…先月号でもお知らせいたし
ましたが，当協会が例年製作しておりました「山火事予知ポスター」に係わる図案・標語の募集につきま
しては，謡股の事情により中止することにいたしました。また併せてポスターの製作も中止することとい
たしました。これまでの関係各位のご協力・ご愛顧を厚く御礼申しあげます。なお，本件に関するお問い
合わせは当協会事業部(a03-3261-6969)までご連絡ください。 細日本林業技術協会

林業技術No.6411995.8



8 ＜長期試験地等の設計･運営･成果①＞

釜淵森林理水試験地

齋藤武史

織鍾
岻鋤

聡一、；

1．試験地設置の目的と経緯

豊かな森林に恵まれた河川の流域では，

洪水や渇水（水不足）が起こりにくいこ

とが古くから経験的に知られていた。

洪水は流域住民の生命，財産を直接脅

かし，また，渇水は農業用水や生活用水

の欠乏によって流域の産業，日常生活に
さいとうたけし

著しい支障をもたらしたので，これらを森林総合研究所
回避，軽減することは，人々が暮らして 東北支所

年6月に量水堰堤および水位計室が完成

し，計器類が取り付けられて，1939年1

月1日より本格的な観測が開始された。

森林理水試験地では，ライフスパンの

長い森林と，経年変動の大きい降水量な

どの気象条件との関係が観測対象となる。

そのため，長期間の連続観測を行うこと

によって，さまざまな条件を包含した信

頼性の高いデータを得ることの必要性は，

非常に大きい。いくうえで欠くことのできない重要課題

であった。そのため，森林による洪水緩和機能と

渇水緩和機能とについては，古くから多くの人々

によって重大な関心が寄せられてきた。

森林による洪水緩和機能や渇水緩和（または水

源かん養）機能は，総称して森林の理水機能と呼

ばれている‘')。この森林の理水機能を,実証的研究

によって科学的に解明しようとして始められたの

が森林水文学である。

森林の理水機能を実証的に解明するためには，

森林流域で河川の流出量と降水量とを実測し，そ

れらの関係を把握することが必要である。そのた

めに試験流域を設定し，流出麓，降水堂をはじめ

とする流域水収支項目の測定を行えるように設計

された試験地が，森林理水試験地である。

釜淵森林理水試験地は,1937年に国の第2期森

林治水事業が開始されて森林の理水機能の解明に

対する要請が高まる中，当時の林業試験場と秋田

営林局との間で協議を行い，水と雪の試験を行う

目的で，林業試験場と真室川営林署との共同試験

地として発足した2)。

林業試験場気象部の玉手三棄寿主任，林業試験

場釜淵試験地の斎藤美鶯主任，真室川営林署の大

島慧朗署長らによって，1936年12月に候補地の

選定が始められ,1937年8月に現在位置に決定さ

れた。

その後,試験計画と，設備の立案が行われ,1938

林業技術No.6411995.8

釜淵森林理水試験地では，1939年以来現在ま

で，56年間連続して観測を行っている。

釜淵森林理水試験地のほかに,日本国内で30年

以上の長い歴史を有する森林理水試験地としては，

東京大学の愛知演習林(愛知県，1924年開設)，岩

手大学の御明神演習林(岩手県，1931年開設)，森

林総合研究所の宝川試験地（群馬県，1937年開

設)，竜の口山試験地（岡山県，1937年開設)，去

川試験地（宮崎県，1959年開設）が挙げられる。

2試験地の概要

釜淵森林理水試験地は，北緯38度56分，東経

140度16分，山形県最上郡真室川町大字釜淵に位

置しており，最上川流域の北部を流れる支流鮭川

の上流，鵺下田沢の水源域にある。

気候的には日本海側内陸部の多雪地帯に属して

おり，年降水量は平均2,424ⅡⅢ1（1961～90年）

で，そのうちの34．5％は12月～3月の4カ月間

に降っている｡最深積雪深は平均165cI11(1961～90

年)であるが，年による変動が大きく,302cI11を記

録した年から52cmの年まで観測されている。

試験地にはl～4号沢の4試験流域があり,図．

17)に示すように，1～3号沢は鶴~ド田沢の右岸に

並び，4号沢は左岸に位置し，沢の方位が反対に

なっている。各試験流域の主な地形因子は,表7)に

示すとおりである。1号沢の主流長がやや長く，

平均勾配がやや小さいが，各流域の地形はおおむ
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▲①釜淵森林理水試験地1，2，3，4号沢流域の地形（小野ほか，19847)に一部加筆）

ねよく似ているということができる。流域面積は

1.1～3.1haと小さいが，流域出口の量水堰で水
か

が洞れてしまうことはほとんどない。
けつ

地質は主として凝灰岩，頁岩質凝灰岩より形成

されている。凝灰岩は渓底に沿った最下部を構成

し，風化が進んで灰褐色を呈し，緑泥石化作用を

受けており，一部に団状節理の発達が見られる。

量水堰堤付近の渓底では，凝灰岩は礫岩状となり，
もつ

灰色凝灰質物を以て堅く凝固されている。斜面の

上部になるにつれて，凝灰岩は灰白色頁岩質凝灰

▼釜淵森林理水試験地各流域の地形因子

（小野ほか，19847)より抜粋）

1号沢 2号沢 3号沢 4号沢地形因子、流域名

2.482

248

166

82

205

04000

121.1

342

SE

1.540

244

172

72

188

0.3830

81．9

33．9

ESE

1.117

244

177

67

161

0.4161

694

337

WSW

流域面積(ha)

流域最高標高(m)

流域最低標高(m)

比高(m)

主流長(m)

主流の平均勾配

流域平均幅(m)

流域平均傾斜(｡）

流域平均方位

3.060

252

162

90

295

0.3051

103.7

320

ESE

林業技術No.6411995.8
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岩に漸移し，山腹を構成している。この灰白色頁

岩質凝灰岩は一般に塊状を成している。斜面の最

上部は灰色凝灰質頁岩より成り，山嶺を構成して

いる。地層の傾斜は緩で，単斜描造を成してい

る2》・

土壌は黒色森林土で'A層+B層の深さは45

cnl程度である。土壌の深さは,1,2号沢では沢

筋で浅く，峰筋で深い。また，3，4号沢では沢

筋で深く，中腹～上部で浅く，｜峰筋でその中間程

度となっている7)。

植生については，ブナ・スギ群落が当地域の潜

在植生と見られるものの，古くから製炭のための

伐採が行われ，さらにスギ，ヒノキの植栽等が行

われ，人為の影響を強く受けている。1号沢は，

試験地の設定以来全く人工的な処理を加えていな

い流域であり，当地域の周辺で広く普通に見られ

る林相を呈している。すなわち，ブナ，ナラ類等

の落葉広葉樹が優占する二次林と，スギを主とす

る植林地とを交じえたような林相である。蓄積は．

試験地設定当初の1942年に62m@/haであったも

のが，その後成長し，1979年には317㎡/haとな

っている。スギは沢から中腹にかけて群状に分布

し，尾根に近づくにつれて，ブナ，ナラ類力糎占

している。1号沢の通水堰堤付近における現在の

林相は，写真に示すような状況である。

2～4号沢については，伐採，植栽等の試験処

理を行っており，その経過については次項で述べ

▲釜淵森林理水試験地1号沢の観測小屋と周囲の林況

林業技術No.6411995.8

る。

釜淵森林理水試験地の主な観測設備は，1～4

号沢の出口に設置された堂水堰堤と観測小屋，水

位観測機器，および近接する山形試験地の気象観

測露場に設置された雨雪戯計等の気象観測機器で

ある。

量水堰堤は，奥行き3m,幅2m,深さ1.5m

のコンクリート製湛水槽内に渓流水の全蝕を導き，

湛水槽の下流側の壁面中央に取り付けられた高さ

50cIn,角度45°のVノッチから越流する流量を，

湛水槽の水位の変化から読み取る描造になってい

る。なお，湛水槽の上流側にはコンクリート製の
出た

沈砂槽が備えられ，また，湛水槽を跨ぐようにし

てその上部に観測小屋が建てられ，内部に水位計

が収められている。

水位計は，試験地開設当初は縦型原寸直読式の

簡易自記水位計を使用していたが，その後スチー

ブンスF型自記水位計，水研62型自記水位計へ

と更新された。

気象観測露場は，理水試験地から約1km離れた

山形試験地庁舎付近にあり，降水難，降雪爺，積

雪深，気温，風速等を観測している。

3．試験の設計と実施経過

森林理水試験における試験設計の手法は，試験

流域の設定および処理の方法によって，大きく次

の4つに区別される。それぞれの手法の内容は，

中野4)によって以下のようにまとめられている。

①基準流域法（対照流域法）：地形，地質，

土壌，気象，面積などの流域条件ができるだ

け類似し，しかも，近隣にある2つ以上の流

域を選び，すべての流域に同じ方法で水文観

測を行う。一定の期間（基準期間，あるいは

処理前期間と呼ぶ）の後，1つの流域をその

ままとし，他の流域の森林に伐採等の試験処

理を加える。このとき前者の流域を基準流域，

後者を処理流域と呼ぶ｡森林処理後の期間(処

理期間，あるいは処理後期間と呼ぶ）につい

て，すべての流域で，基準期間と同様の水文

観測を継続する。基準期間における観測結果

から，処理を行わない状態での流域間の関係



を調べ，処理期間において得られた流域間の関係

との比較を行うことにより，処理の影響が愚的に

検討される。

②単独流域法：前記①の方法で，基準流域を欠

く場合である。1つの流域で，基準，処理両期間

の比較検討を行う。

③並行流域法：森林以外の流域水文条件がほと

んど同様とみられる2～3の近接した流域を選び，

流域の水文特性を直接比較することにより，森林

植生の違いによる差異を検討する。

④多数並列流域法：森林植生を含むさまざまな

流域条件ができるだけ異なる多数の流域を一定の

地域内で選定し，すべてに同じ水文観測を行う。

得られた水文資料を重回帰分析，分散分析，数堂

化解析などで検討して，流域条件の1つとしての

森林の影響を検討する。

上記4つの手法のうち，①～③の手法は，さま

ざまな流域条件の中から森林の影響だけを取り出

し，測定しようとするものである。①～③の手法

の中では，①による結果が最も精密であると考え

られる。しかし，試験地の設定や運営上のさまざ

まな制約等のために，②，③の手法がとられるこ

とも多い。

前記④の手法は，多くの流域条件の中から森林

の影響を評価しようとするもので，さまざまな条

件の森林を一度に評価することができる。しかし，

①～③の手法のような実験的な処理は行えないの

で，精密な結果を得るためには，非常に多くの流

域で観測を行う必要がある。

釜淵森林理水試験地では，開設当初より①の基

準流域法による試験設計が行われた。すなわち，

1号沢を基準流域と定め，2～4号沢で，さまざ

まな試験処理が行われてきた。

日本国内では，北海道の上川森林理水試験地

(1938年開設）でも基準流域法による理水試験が

行われていた。しかし，上川森林理水試験地は，

1954年の洞爺丸台風によって，基準流域を含む全

流域が壊滅的な被害を受け，1958年に廃止され

た。

その他の国内の古い試験地では，1957年に群馬

11

県内の宝川森林理水試験地で,また,1959年に宮

||崎県内の去川森林理水試験地で基準流域が設定さ

れ，現在まで基準流域法による観測が行われてい

る。

釜淵森林理水試験地において行われてきた主な

試験処理の目的と経過は，次のとおりである。

まず，試験流域における森林の理水機能（洪水

緩和，渇水緩和等）を定量的に把握する目的で，

1号沢と2号沢とを用いて，基準流域法による森

林理水試験が実施された。すなわち，1号沢を基

準流域，2号沢を処理流域と定め，両沢における

基準期間の測定の後，2号沢を皆伐して森林を除

去し，処理期間の測定が行われた。基準期間と処

理期間とにおける流出特性の差異から，森林の有

無による理水機能の変化が評価された。

この試験は1939年に開始され，まず,1，2号沢

における流出量の測定と気象観測露場における気

象観測とが始められた。

1942年には1，2号沢流域の毎木調査が行われ，

森林の状態が把握された。

1947～48年に2号沢の流域が皆伐された。2号

沢の流域は以後4年間，毎年2回の全面下刈りが

行われ，ササ，シダその他の草生地となった。さ

らに6年間，毎年1回の全面火入れが行われ，ス

スキ，ノイバラ等の繁茂地となった。

1950年,1957年に,1号沢流域の毎木調査が行

われた。

1960年に,2号沢において雪崩防止のための階

段工が施工され，スギの植林が行われた。この処

理の結果から，階段工の理水効果についての検討

が行われた。

次に，森林の伐採位置（流域の上部，下部）の

違いによる，理水機能の変化の違いを検討する目

的で，3，4号沢を処理流域として設定し，1号

沢を基準流域として，基準流域法による森林理水

試験が実施された。

3，4号沢の基準期間（無処理）における測定

は，1961年に開始された。

1963～64年に，3号沢流域の下半分，4号沢流

域の上半分の部分皆伐が行われた。

林業技術No.6411995.8
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その後,1969年まで,処理期間の測定が行われ

た。

3，4号沢は，1969～70年に全面皆伐され，ス

ギの植林が行われた。

これ以降，3，4号沢においては，伐採後の植

林に伴う理水機能の変化を検討する目的で，基準

流域法による森林理水試験が継続されている。

4．試験地の管理・運営

釜淵森林理水試験地は，近接する森林総合研究

所東北支所山形試験地と一体化して管理・運営さ

れている。

山形試験地は，1991年に当時の試験地主任が定

年退官して以来，無人化されている。

現在は，岩手県磯岡市にある森林総合研究所東

北支所の防災研究室長が試験地主任を兼務し，東

北支所の連絡調整室，庶務課と協力して管理・運

営にあたっている。

山形試験地は,1936年に林業試験場釜淵試験地

として開庁して以来,1947年に林業試験場秋田支

場釜淵分場,1959年に林業試験場東北支場山形分

場，1978年に林業試験場東北支場山形試験地，

1988年に森林総合研究所東北支所山形試験地と

名称を変えてきた。しかし，そのほとんどすべて

の期間にわたり，釜淵森林理水試験地では，一貫

して同じ内容の観測が続けられてきた。第二次世

界大戦による混乱期にさえ，1日の中断もなく観

測が継続されてきたことは，当時の職員の方々の

努力の結晶である。

その間に試験地の職員数は，図･2のように推移

した。一時は，分場長以下40名以上の職員を擁

し，4研究室と庶務課とを備えた大きな研究組織

であった。当時の職員のすべてが森林理水試験を

行っていたわけではないが，常時，少なくとも10

名前後の職員が釜淵森林理水試験地の管理・運営

にかかわっていた。

社会条件や自然条件がさまざまに変化する中で，

観測を1日も休まずに，長期にわたって継続する

ことができたのは，それを十分に支えられるだけ

の組織,人員,機材が配置されていたからであった。

現在の山形試験地に入ってみると，当時の庁舎

群は，共同実験室（現在の試験地庁舎）と若干の

小屋とを除いてすべてが取り壊され，広い空き地

になっている。当時のテニスコートも，今では地

元の老人たちが，時折ゲー1,ボールを楽しんでい

るばかりである。

現在の管理・運営状態では，無人化以前の観測

水準を今後とも維持し続けていくことについて，

悲観的にならざるをえない状況である。

幸いにも，今のところは元試験地主任の方に業

務委託をして，以前と同じ観測を継続している。

しかし，定年を終えた方に，いつまでも頼り続け

られないことは明白である。

組織体制縮小化の大きな流れの中で，釜淵森林

理水試験地の観測も，大きな曲がり角にさしかか

っているといえる。今後数

年をメドに，将来に向けた職員数
50 新しい方向を模索しなけれ

ばならない。

5．主要な成果

釜淵森林理水試験地には，

開設以来56年間蓄積され

てきた水文，気象の実測デ

ータがある。このデータは，

R本の多雪地帯を代表する

貴重な水文実測値として，
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西暦年数多くの論文，専門書に引

の職員数の推移用されてきた。現在も，研▲②森林総合研究所東北支所山形試験地（現在）
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究上の目的や河川管理等実用上の目的で，あちこ

ちから資料の使用要請が寄せられている。

同一方法,I司一地点で長期間とり続けられてき

たデータは資料価値が大きく，それ自身，多くの

研究成果を生み出す源泉として，最も大きな成果

の1つということができる。

釜淵森林理水試験地の1，2号沢流域における

日流出量と，近接する山形試験地露場における日

降水堂とについては,1939年1月～1958年12月

の期間は森林理水試験地観測報告5)として，1959

年1月～1978年12月の期間は林業試験場研究報

告8)として刊行，公|ﾂWされている。なお，それ以降

の観測結果と，3，4号沢流域の観測結果とにつ

いては，公開に向けて現在整理，準備中である。

未公開データの利朋については，森林総合研究所

内の森林理水試験地運営協議会で協議して，対応

を決めることになっている。

釜淵森林理水試験地の観測結果を用いた研究成

果は非常に数多く，しかも，データが公開されて

いる関係上，さまざまな研究者たちによって，多

岐にわたる内容の成果が発表されている。

限られた誌面でそれぞれの成果について紹介す

ることはできないので，ここでは，先に3項で述

べた試験の結果に関するものについてのみ，簡単

に触れることにする。

2号沢流域を伐採処理した試験から，森林の伐

採によって年流量，豊水，平水，低水流量等各種

の流量が増加することが明らかとなり，森林によ

る洪水緩和機能が示された。この結果については，

中野らの報告3)等に取りまとめられている。

その後，2号沢流域で行われた階段工の理水効

果については，小野ら6)が取りまとめ，ピーク流量

の低下等が明らかにされた。、

3，4号沢流域における部分伐採試験の結果か

らは，流域の下部を伐採したほうが，上部を伐採

した場合よりも理水機能に及ぼす影響の大きいこ

となどが示された')。

6．今後の試験地運営の方針

当初に設計された森林理水試験という目的にの

み限って考えれば，本試験地は，すでにその歴史
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的役割を終えたといえるかもしれない。

わずかな数の試験を行うために，広大な土地と

多くの労力と，非常に長い時間とを要する森林理

水試験は，効率的な研究成果の提供を要求する現

代の社会には，ついていけない。先に3項で述べ

たような方法による森林理水試験は，日進月歩の

現代の森林水文学の主流からは，すでに取り残さ

れている。

しかし，森林と水に関するさまざまなモデルの

検証や，気候の変動，林木の成長，土壌条件の変

化等，長期間にわたるインパクトに対する水文現

象の応答の解析など，長期間の水文実測値が必要

とされる場面は，今後とも少なくはならないであ

ろう。

今後の試験地の運営については，釜淵森林理水

試験地の歴史の長さ，観測データの資料的価値の

大きさに鑑み，少なくとも現在の観測が継続でき

るよう，努力したいと考えている。

現在は自動観測機器の発達が目ざましく，長期

間放置しておいても十分に信頼できるだけのデー

タが得られるような観測システムを組める可能性

が高くなってきた。

周辺機器をも含めた機材の配備，更新，メンテ

ナンスを不自由なく行える体制が確立できれば，

気象庁のアメダスシステムのように，無人でも観

測を継続することが可能であろう。
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14 <長期試験地等の設計･運営･成果②＞

照葉樹林における森林生態調査区

山本進一

蕊
まな樹種から構成されている。例えば， 童i全体像はつかめない。時間と労力がかか
成熟したブナ天然林の林冠はブナばかりやまもとしんいちり，そしてなによりも忍耐力がいるが，
ではなく，ミズナラやイタヤカエデなど岡山大学農学部どうしても時間的に10数年レベル以上，

の他樹種が数は少ないが混交しているの

が普通である。地形などの環境条件に違いがない

とすれば，どうしてブナばかりにならずにこれら

の樹種が混交しているのであろうか？－これ

が森林生態学でいうところの樹種共存の問題であ

る。この樹種共存のしくみの解明は，それ自体が

森林生態学の基礎的課題であるが，天然林の適正

管理に直接結びつく応用的課題の基礎でもある。

しかしながら，このしくみはほとんど明らかにさ

れていない。近年の研究から，天然林は時間的に

発達段階が異なる部分が空間的にモザイク状に配

置された生態系であることが明らかになり，天然

林の構造や安定性と呼ばれていた中身がこれまで

考えられていたよりもはるかに複雑であることが

わかってきた。樹種共存のしくみもこのようなコ

ンテキストの中でとらえねばならないという認識

が森林生態学者の間で共通となりつつある。これ

まで，例外として扱われてきた台風害などのよう

な自然撹乱（災害）やまれに起こる現象が，天然

林の維持や樹種共存にとって重要であることも強

く認識されている。

さて，時間的にも空間的にも異質な構造を持ち，

時たま起こる自然撹乱の影響を受ける，といった

天然林を相手に，樹種共存のしくみを明らかにし

ていくには，どうしても時間的に長期，空間的に

大面積にわたる研究が必要となる。これまでは，

発達段階の異なる，一般にlhaよりはるかに小さ

い小林分を樹齢調査によって時間系列に並べ，そ

林業技術No.6411995.8

空間的に1ha以上のスケールの大面積

長期試験地による森林動態研究が必要とされる強

い理由力:ここにある。

ここでは，このような動機をベースに原生状態
あや

の照葉樹林に設定された宮崎県・綾リサーチサイ
たてらやま

卜と長崎県．龍良山調査区の2カ所の面積4haの

長期試験地の設定経緯，試験設計，運営・管理な

どについて紹介する。

2．試験地設定までの経緯

照葉樹林は種多様性が高く有用樹種が多数生育

しているが，わが国には，まとまった面積で残存

している成熟した原生照葉樹林は非常に少ない。

原生照葉樹林に設定された2カ所の大面積長期試

験地は，その動態を解明する目的で設置された。
あやひがしもろかたあや

綾リサーチサイト：宮崎県東諸県郡綾町の綾

営林署竹野国有林内にあり，大森岳(標高1109m

；北緯32度04分，東経131度09分)から東へ延

びる尾根の北側斜面に位置している。大森岳北側

斜面一帯には,1,000haを超える原生状態に近い

照葉樹林が分布しており，わが国でも有数の原生

状態の照葉樹林が分布する地域である（写真.1,

2)。ここでは，各樹種の種子から成木に至る過程

で，どんな環境要因がどのように成長や生死に影

響を与えているのかを詳細に解析し，構成樹種の

成長・更新動態から森林の維持機構を解明しよう

としている。
たてちゃま しもあがたいづはら

龍良山調査区：長崎県下県郡厳原町(対馬）の

厳原営林署龍良山国有林内にあり，龍良山（標高



▲①綾りサーチサイトの調査プロット付近の林冠の状態

▲②綾リサーチサイトの調査プロット付近の林内の状態

▲③龍良山調査区の調査プロット付近の林冠の状態

560m;北緯34度25分，東経129度20分）の北

側斜面に位潰している。通称，龍良山原始林で，

面積100haの国指定天然記念物である。龍良山は
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山体自体が御神体として信仰の対象であっ

たために，非常に長期間にわたって保護さ

れてきた貴重な原生林である。その保護区

域は龍良山の山麓部から山頂部にかけてベ

ルト状に存在するが，下部の森林はほぼ平

坦地に成立しており，原生状態の照葉樹林

が急傾斜地にしか残存していないわが国の

現状から考えてきわめて貴重な森林である

(写真.3)。ここでは，幼木から成木までの

成長．枯死や林冠ギャップの形成の調査か

ら，原生照葉樹林の動態を明らかにし，冷

温帯（ブナ林）や亜高山帯の原生林の動態

と比較することを目的としている。なお，

本森林は林野庁の林木遣伝資源保存林にも

指定されている。

3．試験設計

綾リサーチサイト：この照葉樹林地域の

ほぼ中心部に面積4haの調査プロットを

1989年に設置し,胸高直径5clll以上のすべ

ての立木の樹種名・生死・樹型・階層の記

録・胸高直径の測定を行うとともに，これ

らの位間図を作成した。記録された立木に

はすべて番号が付されている。当初は，こ

の番号札に毎木調査用のビニール製札を使

用していたが，長期間の使用に耐えられな

いと判断されたため，アルミ製番号札にそ

の後交換した。また，直径測定位置にはペ

ンキを塗布し，再測定の際に，絶えず同一

部が測定できるように配慮している。プロ

ット内は立木位置図の作成や他の調査が容

易にできるように,10m×10mのメッシュ

に400区分している。また，このメッシュ

を単位に地形測量が行われている。各メッ

シュのコーナーには，通し番号を付したプ

ラスチック杭が埋設されており，プロット

内での位置が確認できるようになっている。

プロットは山腹中部の北一北西向き斜面

にあり,傾斜角は15～35度,標高は370～480mで

ある。主要な林冠構成樹種は，イスノキ，タブノ

キ，アカガシ，ウラジロガシ，イチイガシなどで

林業技術No.6411995.8
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あるが，シイノキの混交率は高くない(表・1)。こ

れらの樹種は樹高30mに達し，最大胸高直径は

130clllに達している。1989年時点のプロット内の

立木本数は3,904本でha当たりの胸高断面積は

48.3㎡であった。なお，プロット付近には，胸高

直径212cnlに達するウラジロガシの巨木も生育し

ている(写真･4)。これら胸高直径5cm以上の立木

については，2年おきに直径の再測定，枯死・新

規加入立木のチェックを行っており，本年は4回

目のセンサス年に当たる。他の定期的に行ってい

る調査項目は次のとおりである。

①リター量・種子散布堂の推定:0.5nfの円形

トラップ263個を実生センサスプロットと組みで

配置し，1カ月間隔で葉・枝・花の別にリター重

量力計測されている。種子については直径1nlm以

上のすべてを選出し，同定，計数後，胚の健全，

食害・腐敗の有無，果皮の有無がチェックされて

いる。多数のトラップが大面積にわたって規則的

に配置され定期的に回収されているために，種子

の散布パターンを樹種別に空間的時間的に把握で

きる。

②実生センサス：調査プロット内の一部1．2

ha内に規則的に配置した2m×2mのコドラー

ト263個を対象に，1カ月間隔で，1991年以降発

生した高木・亜高木樹種の実生を対象にセンサス。

表･1 綾リサーチサイトの調査プロットにおける胸高直径

5cm以上の主要樹種のha当たりの本数と胸高断面
稲合計（立木本数で上位10種のみを提示）

樹種立木本数胸高断面積合計

318.5刺も

68

37．3

34．3

32

21．5

15．8

8．3

5．5

3．3

キ

ノ
シ
ブ
イ
ガ
シ

キ
タ
キ
シ
ロ
シ
キ
ガ
ハ

ノ
バ
ノ
バ
ジ
ガ
ノ
イ
リ
キ

ス
ソ
ブ
テ
ラ
カ
イ
チ
ズ
ズ

イ
ホ
タ
マ
ウ
ア
シ
イ
ユ
ミ

10.09mz/ha

l､94

8．42

1．28

6．27

7．91

2．15

1．43

0．36

043

生死，葉数．高さ，被食葉数，変色葉数，物理的

圧迫の有無を調査。実生にはすべてマーキングが

されているため，実生の戸籍簿が作成でき，個体

群統計学的手法を用いて実生の枯死要因等を含め

た動態解析が可能である。

③稚樹センサス：調査プロット4ha内に規則

的に配置した4m×4mのコドラート441個を対

象に，1年間隔で，1991年以前に発生した胸高直

径5cm未満の稚樹の根元直径，高さを測定。やは

り，稚樹にはすべてマーキングがされているので，

稚樹の枯死要因を含めた動態解析が可能である。

不定期的なセンサスとしては,4haを対象にギ

ャップセンサス（新規に形成されたギャップのチ

ェック),1.2haを対象に樹冠投影図の作

成，全天空写真解析が行われている。ほか

には，環境要因の一つである土壌特性の把

握のために,pHや礫量の測定が行われて

いる。また，森林の更新に影響を与える昆

虫類の役割の解明のために，穿孔性昆虫の

カシノナガキクイムシとカミキリムシ類の

生態の調査が，菌類相の役割の解明のため

の調査と併せて行われている。

龍良山調査区：龍良山原生林内の山腹下

部平坦地(傾斜角0～7度，標高140m)に

面積4haの調査プロッ1､が1990年に設置

された。綾リサーチサイトと同様にプロッ

ト内は立木位置図の作成や他の調査が容易

にできるように,10m×10mのメッシュに

▲④綾リサーチサイトの調査プロット付近に生育する胸高直径

212cmのウラジロガシの巨木（わが国で最大級のウラジロガ
シではないかと思われる。ただし，幹にはうろがあり，割れが
－部に入っている）

林業技術No.6411995.8
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》
《

、
ａ
一
二

一

400区分している。また，このメッシュをili

位に地形測重が行われている。50mおきに

プラスチック製杭が埋設されて位悩の確認

ができるようになっており，杭の位i閏で全

天空写真を撮影し，林冠幟造の解析が行わ

れている(写真･5)。胸高直径5cI11以_|二のす

べての立木の樹種名・生死・階層の記録，

胸高直径の測定を行うとともに，これらの

位置図を作成した。記録された立木にはす

べて番号が付されている。主要な林冠描成

犀
増

樹種は，シイノキ，イスノキ，ウラジロガ
▲⑤龍良山調査区の調査プロット内の固定調査点で撮影した

シで，これらの樹種は樹高20～30mに達ギャップの全天空写真

し，最大胸高直径はシイノキの複幹の巨木

で209cmある(表・2)｡1990年時点のプロット内の

生存立木本数は4,457本でha当たりの胸高断面

積は63.1m2であった｡1992年にi直径の再測定,枯

死・新規加入立木のチェックが行われ，以後，4

～5年間隔でセンサスが行われる予定である。

1,600区分された5m×5mのメッシュ.単位にギ

ャップの記載も行われている。

また，この調査プロッ1､とは別に海抜高の変化

に伴う照葉樹林植生の組成や職造の変化とその動

態を知るために，山麓部からll1頂部までIIIM10m,

総延長940m(斜距離)のベル|、l､ランセク|､洲査

区を1991年に設定した｡地形測敞が行われ,約5(）

m間隔でプラスチック杭が埋設されている。この

調査区内の胸高直径5cIn以上の立木の樹極名・生

死・階層の記録，胸高直径の測定を行うとともに，

これらの位置図を作成した。記録された立木には

やはりすべて番号が付されている。4～5年間|淵

で胸高直径，枯死木，新規加入水などのセンサス

を行う予定である。

4．運営・管理

綾リサーチサイト：調査プロットの設定は森林

総合研究所九州支所と岡山大学農学部の共同研究

として，田内裕之氏（現：国際農林水産業研究セ

ンター）と著者が中心になって行った。以後，森

林総合研究所九州支所暖幣林研究室の新lli馨,小

南陽亮，佐藤保の各氏が中心になって，センサ

ス，管理・運営が行われている。なお，本調査プ

表･2龍良山調査区の調査プロットにおける胸高直径5cm
以上の主要樹種のha当たりの本数と胸高断面積合

計（立木本数で上位10種のみを提示）

樹種立木本数胸高断面積合計

2049nf/ha

3．51

2．33

0.48

2503

1．49

074

0．92

0．64

4．38

411.3刺旧

183.3

140.5

51．8

410

36．0

18．8

15．8

153

130
一
ン

キ
ノ
ガ

キ
バ
キ
ミ
キ
キ
ク
ロ

ノ
キ
ツ
キ
ノ
レ
マ
ノ
コ
ジ

ス
カ
ブ
ロ
イ
ク
ヌ
ブ
ッ
ラ

イ
サ
ヤ
ク
シ
カ
イ
タ
モ
ウ

ロットにおける研究は，農林水産省大型別枠研究

｢農林水産系生態秩序の解明と最適制御に関する

総合研究」の森林生態系チームの研究課題となっ

ており，ほぼこれによって調査研究費が賄われて

いる。調査プロット付近の林分は，森林総合研究

所と綾営林響の「照葉樹林の動態調査地」に指定

されている（調査期間は平成10年までを予定)。

なお，調査メンバーが変わっても同一項目に対し

てlr1－調査が可能なように調査マニュアルが作成

されている。また，パソコンによる大量データの

高速処理のためのフォーマットも作成されている。

龍良山調査区：1987年の直撃台風でギャップ

が生じたのをきっかけにして，長崎大学教養部の

伊藤秀三氏らの植生学分野の研究者たちと共同で

調査を始め，本調査プロッ1,は筆者が中心になっ

休業技術No_6411995.8
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て設定した。以後，センサスや運営・管理は筆者

が行っている。調査研究費は文部省の科学研究費

補助金を主に使用している。データ処理は筆者が

行っており，綾リサーチサイ|､の場合と同様にパ

ソコンによる大量データの高速処理のためのフォ

ーマットを作成している。

5．成果と今後の方針

どちらの調査プロットの森林でも，更新特性が

類似した樹種群（更新ギルドと呼んでいる）のい

くつかのグループから成ることが明らかになった。

これまでの，そして今後のセンサスデータの解析

によってこれらの樹種群が形成・維持されるしく

みが解明されるとともに，その集合体であるそれ

ぞれの原生照葉樹林の維持のしくみが解明される

であろう。

綾リサーチサイトで行われている綿密な調査は，

現状のレベルで継続するには，労力面，研究費面

において困難さがつきまとう。一定の成果が収め

られた段階で，より長いセンサス間隔での調査へ

移行することも必要と考える。綾リサーチサイト

では，1993年9月の一時，戦後最大級と騒がれた

台風13号によって調査プロットでも多数の倒

木・被害木によりギャップが生じた。ギャップの

形成そのものは，ギャップでの実生の定着等を明

らかにするうえで願ってもないことなのであるが，

同時に多くのトラップ等が破壊され，復ILIに多大

の経費・労力を要した。こうした不時の出費も長

期継続研究では避けられないものであり，その対

策も立てておく必要がある。

原生状態の照葉樹林に関しては，奈良県の春日

山照葉樹林において，大阪市立大学理学部の神崎

護氏を中心とするグループが，大面積長期継続研

究を行っている。なお,より詳細な研究内容･成果

については以下の文献を参考にしていただきたい。

【文献と解題】

綾リサーチサイト：

1）森林総合研究所「生態秩序」森林生態系チーム（1993）
：現在の森林,そして将来の予測一長期モニタリング研

究一．森林総合研究所｢生態秩序｣森林生態系チーム(平
成5年3月発行).･…本文中で述べた農林水産省大型別
枠研究「農林水産系生態秩序の解明と最適制御に関する
総合研究」の森林生態系チームの研究成果をわかりやす
くまとめたパンフレット。他地域の長期試験地の成果も
知ることができる好著。

2)Tanouchi,HandYamamotQ,S.(1995):Structure

andl･egenerationofcanopyspeciesinanold-gl･owth

evergreenbroad-leavedforestinAyadistrict,

SouthwestemJapan.Vegelatio(117:51-60).････"

調査プロット内の樹種の更新特性について論じた，綾リ
サーチサイトに関する論文の第1報。
龍良山調査区：

1)伊藤秀三(")(1992):1987年直撃台風で生じた対馬・
龍良山原生林の林冠ギャップの復元初期相の研究．平成
3年度科学研究費袖助金（一般研究C)研究成果報告書．
…･･調査プロットの種組成・猫造等についてデータ記載
してある。

2)Yamamoto,S.andltow,S.(1994);Studiesmthe
evergreenbl･oadleavediorestofTateraFol･est

Reserve,Tsushima,JapanV・Canopygapsand
gapl･egenerationinmaturestands.Bull・Fac.of

LiberalArts,NagasakiUniversity,Natul･alScience
35(1):17-26.…･･･龍良11.1原生林における林冠ギャップ
の特性とギャップ更新についての論文。
その他：

中静透(1991):森林動態の大面積長期継続研究について．
ロ本生態学会誌41：45-53.…･･大面積長期継続研究の
重要性と現状について，この分野のリーダーの1人であ
る森林総合研究所の氏が総説にコンパクトに取りまとめ
たもの。さらに，照葉樹林のみならず，さまざまな森林
で大面積長期試験地を設定している研究者のネットワー
クレターとして，「標識｣が氏を中心に編集発行されてい
る（不定期刊行)。

なお，本文にかかわる詳細な情報が必要な方は，筆者あ
てに遠慮なく照会していただきたい。

…
’

『森林航測』誌（176～178号）の
今年度の発行予定について認ー制

今年度の『森林航測』誌は，10月，12月，明けて2月の3回，それぞれ中旬
を目標に発行の予定です。

購読を希望される方は，年度単位(3回分)でお申し込みいただきますと，送
料当協会負担となりますのでお得です。B5判,1号当たり24ページ，年度単
位での購読料は消費税込みで1,761円です。お申し込みは当協会事業部までど
うぞ(aO3-3261-6969,F03-3261-3044)｡

-

17s
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＜長期試験地等の設計･運営･成果③＞ 19

動物と植物の相互関係調査地金華山島
－シカを中心に－

高槻成紀

金華山島の特徴

金華111島は生態学の研究対象として見た

場合，いくつかの点で特徴的である。

①島であるということ。後述するよう

にこの鳥にはシカやサルというI~1本の動物

を代表する哺乳類が生息しているが．彼ら

が島に生息しているということは限られた

空間にいわば閉じ込められた状態で群らし

ているということである。生態学は生物と

たかつきせいき

東京大学農学部

ている。なかでも太平洋側ではほとんど失

われてしまったブナ林が残っているという

点は特筆に値する。金華山島のブナ林は頂

上を中心に島の中腹以上を覆っているが，

それを取り囲むように中腹以下にモミ林が

見られる。したがって，全体としてはモミ

林とブナ林が互いに接した垂直分布が認め

られ，この地方の自然林の垂直椛造を知る

貴重なよすがとなっている。ただし，島の

東側の大半はクロマツの植林となっている。

全体には自然林が卓越しているが，その中に小

地が点在する。数haから十数haほどの草地が

環境との関係を扱う学問であるから，ある環境にどれ

だけの数の動物が生息できるのかというのはﾉ|熊学の

II!心的なテーマの一つである。この舳思111能な頭数の

ことを環境収容力と呼ぶが，職境収容力を調べるうえ

で島のような閉鎖的な系は人変扱いやすい｡実際,|『1じ

100頭のシカがいたとしても,それが本州のどこかで

あれば,分布範洲がどれだけで,季節的に移動するかし

ないかなど明らかにしなければならない困雌な問題が

たくさんある。それに比べれば金堆III島の場合はシカ

やサルが間違いなく島のII則にいるという確信が持てる。

このことが研究対象として絶大な利点となっている。

②島の大きさが960haである。これはとりたてて

特徴的とは言えないように思われるかもしれないが，

島の大きさは生物，ことに動物にとっての生息条件と

して重要である。シカやサルなどのII!大型の哺乳類が

生息できるのは彼らが生活するのに｜分な大きさがあ

るからであろう。しかし，火きすぎると今度は調査が

大変になる。もし金華i1l鳥が5.000haもあったら，シ

カやサルの頭数調査の糖座が落ちることは避けられな

いだろう。その意味で大きすぎず，小さすぎないこと

が研究に好条件を与えている。

③地形が急峻である。lti職が96()haで頂l:の標筒

が450mであるから，全体に急峻であり，そのことが
あげ た

植生の垂臘分布を実現している。近くに網地烏とかll1

椛島など大きさからいえばあまり連わない島があるが，
平11!な烏であるために悩生は蝋純である。もっとも，

植生の単純さは､|灘1であるために|刑発しやすかった結

果かもしれないが。

④信仰の対象であるために自然植生がよく残され

③全体には自然林力ぐ卓越しているカド，その中に小

さな草地が点在する。数haから十数haほどの草地が

あり，植生に多様性を与えている。これらの草地は失

火によって森林が失われたあとに成立したものと考え

られ，シカの食料となるイネ科の植物が多いためシカ

の密度が高い。

研究史

1初期

金華山島の研究史は古く1949年の吉井･吉岡による

｢金華1I1島の植物群落｣に始まる。当時はH本各地で断

片的な群落記載が開始されたばかりであり，そのスタ

イルは優占種による群落類型にとどまっていた。その

中にあってこの論文は島の植生の概観を記戦するにと

どまらず，シカの影響を的確に指摘している点で注目

に値する。

この視点はのちにシカの採食影響に注目してシカの

影響によって出現する特異な群落の記載(Yoshioka

andKashimul･a,1959)",森林構造の特異性に関す

る研究(YoshiOka,1960)へと発展した。

金華山島のシカの研究は東北大学の伊藤健雄（現・

山形大学）によって開始された。初期の研究は全島の

頭数推定，分布などであった(Ito,1967;1968)。この

研究でシカは島の北西部にある神社に生息する，人に
念

馴れたグループ，その周辺に生息するやや人に馴れた

グループ，そして山中に生息する野性的で人に馴れて

いないグループの3群に分けられることが指摘された。

2IBP時代

1964年に国際生物学事業(IBP,Intel･11ati()nalBio.

林業技術No.64111995.8
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logicalProgram)が開始されると，金華山鳥はモデル

地区に選ばれ，東北大学の加藤陸奥雄をリーダーとす

る研究班が組織された。IBPは自然保護・環境問題が

社会に注目され始めた1960年代半ばに始まり，それま

での日本の生態学からすれば注目度，予算規模ともに

それまで経験したことのないものであり，多くの研究

者がこれに参加した。金華山島ではシカの存在が中心
寸

に据えられ，それを取り巻く生態系の解析が試みられ

た。その中でシカの頭数調査は一つのハイライトであ

った。当時は哺乳類の頭数調査法は確立されておらず，

手探り状態であった。金華山鳥では烏を等高線に切り，
と

そこを歩いて発見したシカを記録するという方法が採

られた。この方法は｢輪切り法」と呼ばれ，全体で450

頭が確認された(朝日ら，1967；伊藤ら,1973)。この

方法は当然，低い場所を歩く調査員ほど距離が長くな

るため，労力的に大変であるなどの難点もあったが，

我が国の大型獣の頭数を初めて明らかにしたという点

で記憶すべきものとなった。

シカに直接関係するテーマとしてシカの糞が研究さ

れた。場所を決めて定期的に糞を回収したところ，糞

の数は夏に少なく，秋から冬にかけて増加することが

明らかになった（阿部･吉原,1970)。そして，その原

因はオオセンチコガネを代表とする糞虫の活動による

ものであることが示された（園部，1973)。

シカ以外の動物については哺乳類相（太田，1967)，

烏相（黒田･小笠原，1967)，昆虫相（加藤ら，1967；

中根，1967）なども調べられた。ただし，烏棚は佐藤

ら（1968)，竹丸(1973）によってもIBPとは独立に行
えん

われた。しかし，これらの調査はIBPの終焉とともに

終わり，その後発展させられていない。

3IBP以降

IBP以降は研究規模は縮小された。シカの頭数は宮

城県の保全事業として継続調査が行われている（金華

山島シカ頭数調査委員会，1975；金華山鳥生態系保全

調査委員会,1981)｡IBP以後，「区画法」が開発され

(MaruyamaandFurubayashi,1983),現在ではこの

方法が採用されている。この過程で1984年に全体の約

半数が死亡する大量死が起きたが，これについては後

述する。

シカについては頭数以外にも研究が進められた。繁

者は糞分析法を開発し(Takatsuki,1978),それを応

用して金華山島のシカの食物組成を定鐙的に明らかに

した(Takatsuki,1980)。これはニホンジカの食性研

究における初めての定量的分析でもあった。この分析
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により，この小さな島の中でも場所によって食物組成

が大きく違い，場所によってシバ，ススキ，アズマネ

ザサなどが主食になっており，ひとI:lに金華山脇のシ

カの食性としてまとめることはできないこと，にもか

かわらず主食となっていたのはいずれもイネ科である

ことが明らかにされた。

初期の伊藤の研究により，島内のシカの糖度が不均

一であることが示されたが，兼者はシカの密度（高槻，

1983）と僻れサイズは生息する群落によって違うこと

(Takatsuki,1983)を示した。それによるとシカ密腱

はシバ群落とアズマネザサ鮮落で股も高く，ススキ群

落やワラビ群落がこれに次ぎ，その半分からl/3程度

であった。イヌシデ群落やブナ群落などの落葉広葉樹

群落では低くなり，モミ群落，クロマツ群落などの針

葉樹群落では最も低かった。また，群れサイズは森林

内で小さく（2.3頭/群)，草原で大きかった（4.6頭／

群)。また，オス群とメス群は別々でいることが多く，

オスは単独でいることが多く(68.0％)，平均でも17

頭/群であったが，メス群は2～3頭でいることが多

く，平均2．9頭/群であった。

一方,サルについては1960年代から断片的な調査が

行われていたが,1981年に伊沢紘生が宮城教育大学に

赴任してからは，糖力的な調査が行われるようになっ

た。現在，5群，約250頭のサルが生息していること

が明らかにされ，多数の個体識別により，遊動域や頭

数についての長期にわたる追跡が行われている（伊沢，

1983)。また，京都大学，東京大学などの大学院生が長

期滞在して精度の高い調査を行い，ことに採食生態に

関して優れた成果が上げられている(Nakagawa,

1989a;b;1990a;b;中川,1994)。

現状

1森林の調査

金華山鳥には商密度のシカがいるため，植物群落は

さまざまな影響を受けている。なかでも森林群落の優

I!i種である高木種が失われることは深刻な問題である。

このことは古く吉井・吉岡（1949）が指摘したところ

であるが，その後，定職的な調査は行われなかった。

そこで筆群らは1990年ごろから定城的な調斑を開始し

た。ブナ林においては鯨木調査に基づく直径階分布が

調べられ,ilkHI県森吉iliや長野県カヤノ平などに比べ

て小径木が極端に少ないことが示され，また保護WIIIの

内外において若木の密度やサイズを比較することによ

り，シカによる減少の過程を推察した(TakatSukiand



錨しか

Gorai,1994)。また,モミ林については牡鹿半島に残さ

れたモミ林との比較を行った（平吹・高槻，1994)。

2シカの採食と植物群落との関係についての調査

絶え間ないシカの採食によって多くの植物が減少す

る一方で，逆に増加する植物もある。そのような増減

が生じるのには三つのメカニズムがある。すなわち，
しれつ

植物種間に光をめぐる熾烈な競争があるということ，

そしてシカの嗜好が植物によって違うこと，さらに同

じ採食に対して植物の反応のしかたが違うことである。

このことにより，例えば金華I｣|酷の沢沿いにはハン

ゴンソウやクリンソウが多い。両極ともシカが好まな

いため，ほかの種が減少したすき間に入り込んでいる。

これらの植物は植物体|ﾉ1に特殊な二次化合物を持って

おり，自らを防衛している。二次化合物を持って防衛

しているので，このような防術を化学防衛と呼ぶ。金

華111島ではこのほかにエゾウラジロハナヒリノキ，ワ

ラビ，イワヒメワラビ，ベニバナヤマシャクヤク，ナ

ギナタコウジ1，レモンエゴマ，カリガネソウ，ミミ

ガタテンナンショウ，ウラシマソウなどが目立つ。

これに対してトゲを持つなどして防衛するのを物理

防衛と呼ぶ。金華山鳥ではサンショウ，メギ，キンカ

アザミなどが多い（高槻,1989)｡

以上の防衛に対して，これとは全く逆にむしろ自ら

をシカの採食にさらす植物がある。シバがその代表で

ある。シバはよく発達した地下茎から短い茎を伸ばし，

そこから次々と葉を展開する。したがって，採食に対

して耐性がある(芝田，1990)。同じように採食を受け

たほかの植物はシバのようには両生できず，減少する

かあるいは消滅してしまう。シバは典型的な陽生植物

であり，上部を被溌されることに非常に弱い。したが

って，採食はシバにとって種間競争に有利に働く。実

際，実験的に柵を作って|州むとシバは減少し，ススキ

などの丈の高い植物が佼人し，数年でシバは消失して

しまう（伊藤，1994)。このように向らを採食にさらす

適応を，「被食戦略」と呼ぶ（滴槻，1989)。このこと

はシバが自らの生育条件確保にシカなどの草食獣を利

用していることを示唆する（荷槻，1993)。

シバはまた種子散布においてもシカを利用している

らしい。シバは比較的大鯏の種子をつけるが，その数

は1穂当たり22.9粒,1nf当たりでは20,661粒にも達

する。しかも，その97％はシカに食べられることが明

らかになった｡そして,シカはシバ群落から離れた場所
雌いせつ

でも糞を排泄するため,シバの種子が散布される｡また

採食実験によると，シカに食べさせたシバの種子の約

▲①金華山島のブナ林
(大径木しかなく更新が阻害されている）
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▲②シバ群落

(低木はトケ植物のメギ。シカの密度の高い場所に発達する）

65％は破壊されずに排泄され(今栄，1991)，それらは

無傷の種子よりも発芽率が高いことが明らかになった。

このようにシバは生育と繁殖という重要な局面でシカ

と深いかかわりを持っており，おそらく草食獣との共

進化をとげたものと推察されている（高槻,1993)。

3シカの調査

シカの研究は1980年代に入ると|:1本のいくつかの場

所で精力的な研究が進められ,H本のシカ研究は大き

く進展した。岩手県の五葉l1lもその---つで，ここでニ

ホンジカの基本的な生物学的↑i'i報一例えば体重,体各

部位の計測，個体群の年齢購成，妊娠率，食性，蓄積

脂肪鐘など－が明らかになった（高槻,1992)。

このような状況の中で金華山島のシカについても同

じ項目を調査することによって，その特徴を明らかに

する必要が生じた。一方，シカの社会行動学の研究者

が本島で研究を開始した。兵庫医科大学の三浦慎悟

(現･森林総合研究所)，大阪市立大学の南正人（現・

picchio/星野ワイルドライフリサーチセンター),大西
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信正（同）らである。彼らは個体識別に基づいてシカ

の繁殖行動を詳細に観察し，さまざまな新しい知見を

明らかにした。このような研究が可能であるのは，金

華山島の一部のシカが人によく馴れていて密着取材型

の観察が可能であることによる。このような研究を進

める過程で南らはシカの父親を特定する必要に直面し、

採血してDNAフィンガープリント分析を行うことを

希望していた。このような共通の必要から，筆者らと

南らの研究グループは共同でシカの生け捕りを行うこ

とになった。

個体識別をした100頭ほどのシカの生け捕りは成功

し(南ら，1992)，その後も毎年継続調査が行われてい

る。この生け捕りによって，金華1I1島のシカは五蕊ll1

のシカよりも体重で約20%も小さいこと，五葉山では

初産年齢が通常2歳であるのに金華山島では4歳以降

であること，オスの角の発達が遅く，また貧弱である

ことなど，慢性的な栄養不良状態にあることが明らか

にされた。また，個体識別が行われているために個体

ごとの成長カーブを得ること，母親とその子供の体重

を比較することなども可能で，興味深い知見が明らか

にされつつある。

一方，本稿の冒頭で述べたように，金華山島の最大

の特徴は島であることにあり，環境収容力に関する研

究はこの島の生態学研究の主要テーマである。1970年

代から1980年代初頭にかけて断続的ではあったが，シ

カの頭数調査は継続されてきた。1966年に初めて本格

的な調査が行われて全体頭数が450頭であるとされた

が（朝日ら,1967),その後600頭を前後したことから，

1965年の値は戦後進駐軍が狩猟して減少してからの向

復過程にあったもので,600頭がこの島の収容力であろ

うと考えられていた（金華山島シカ頭数調査委員会，

1975)。ところが1983年から84年にかけての冬は記録的

な厳冬であり，しかも3月に大雪が降った。このため

シカが次々と死に，5月までに265頭の死体が確認され

た。これは前年の秋の頭数の約半数に相当するという

重大な出来事であった(Takatsukieta1.,1994)。こ

の出来事に対して筆者らは最大限の努力をして，死体

回収をした。発見したすべての死体の位侭がプロット

され，頭骨が回収された。また，いくつかの個体から

は胃内容物を採取して分析された。そして，さまざま

な状況から大量死に至った過程が解析された。亜要な
ゆうてもb

点は，この大量死がこれまで報告されてきた有蹄類の

個体群崩壊（例えばアカシカについてRineyら，

1959,トナカイについてScheffer,1951;K1ein､1968)
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▲③シカは人を恐れないため観察しやすい

（撮影＝佐藤雅俊氏）

▲④シカを生け捕りして外部計測をしているところ

I

と違い，生息地の植生破壊と個体数の壊滅に至らなか

ったということである。これはおそらくl-1本の高温多

湿な夏に支えられたII1溌な植物の生産性により，容易

には植生破壊が起きないことによるものと考えられる。

逆に言えば，これまでの柵jfは高緯度での事例ばかり

であり，金華l｣I烏での報告はその数少ない事例で個‘体

群崩壊の一般論が論じられてきたことに対する見直し

を迫るものであった。

調査設計

1森林の調査

近年の森林生態学においては大I圃穣長期継続調査の

必要性が認識され(中静，1991)，各地でこのような調

査が実施され始めた。金華II1烏においても，代表的な

ブナ林に100m×100mの永久区を設置し，その中のす

べての櫛成樹の位間，直径などを測定した（須田，

1993)。現状では後継樹が生育していないため，大径水

が枯れるとギャップができて，そこにススキが侵入す

る形で森林の崩壊が進むと考えられている。このこと



▲⑤シカの死体

(1984年の春には全体の半数が死ぬという大量死が起きた）

を実証するため邪前に椛成木をマーキングしておいて，

その木が枯れたり，倒れたりするのを追跡する予定で

ある｡また枯死木について,現存木に対する割合や，樹

幹解析による生育過程の復元なども試みる予定である。

また1993年からは，全国的な，ブナ林での種子生産

と実生の生存過程を体系的に調査するネッI､ワーク

(｢ナットワーク｣)に参加し，結実数やその後の生存過

程を調査している（箕n,1994)｡

金華山鳥の場合，シカの採食影響があるので，林の

潜在的更新力を知るためには実験柵が有効である。こ

れまでの経験によると，あまり大きな柵の場合，どう

しても水路などをまたぐことになり，そこにできたす

き間からシカが侵入するので,10m×10m程度以下の

小さなものとし，地_上50cI11程庇に防錆加工した網を張

ると成絞が良いことがわかった。今後はモミ林におい

ても同様の調恋を計miしている。

2草地の調査

金華IjI烏にある草地はシカの重要な採食場となって

いる。かつてススキ群落であった場所がシバ群落に移

行していった経過が追跡されている｡ここは1970年代

には草丈lmくらいの草地であったが,1985年ごろか

ら草丈が低くなり始め,1990年にはススキがほぼ消滅

した。ここでは2，3年に一度の間隔でシバ，ススキ、

アズマネザサの3種の草丈と被度を調べている。また，

これと並行してシカの食物組成に占めるこれらイネ科

の割合の経年変化を知るために糞を採集している。

シバは非常に生産力が高く，実際，シカの重要な食

料源となっている。そこで，シバ群落の生産力とシカ

の密度との関係を調べるために，移動柵(movable

cage)法により，シバの生産力を調べている。重要な
ことは，シバの生産力が高いのは5月から10月までの
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生育期であり，それ以外の季節は休眠状態にあるため

に飼料価値が小さくなることである。シバは現存量が

小さいため，冬の飼料価値はススキなどの長草型群落

よりもはるかに小さくなる。このためシカは1年を通

してシバ群落を利用することはできず，冬にはほかの

群落を利用するものと予想される。現在この点を，シ

カの行動圏調査により明らかにしようとしている。

シバに関してはこのほかにも前述の草食獣との共進

化という観点から，禰了散祁など，いくつかの調査を

進めている。

3シカの調査

シカについては，潔境収容力ぎりぎりで生活してい

る個体群としての特性を浮かび上がらせることを指向

した調査を行っている。佃体数調査は区画法により毎

年行っている。洲査は2，3月に行っているが，出生

率などを明らかにするためには夏の調査も必要であろ

う。また，シカの研究肴だけでなく，サルや植物の調

査に入った人にも協力をお願いして，シカの死体回収

を行っている。これにより死亡年齢を明らかにして，

この鳥の佃体群動態の特質を現存個体群から脱落して

ゆく個体群からも明らかにしようとしている。これら

の標本はすべて筆者のドに保管されている。

神社周辺の100頭あまりのシカはすべて個体識別さ

れており，オスーメス関係や，母子関係などの社会行動

学的観察が行われている。個体識別された集団はそれ

だけで価値が商く，個体群学的に重要な情報ももたら

す。この意味でこの集団の追跡調査は今後も持続する

必要がある。

体璽や外部計測については毎年の生け捕り調査によ

り，延べ4()0頭以|:のデータが蓄積している。体重は体

格についての良い指標であり，例えば縄張りオスにな

るためには秋の体顔が65kg以上になる必要があるらし

く，オスの社会的順位と体寵は密接に関連している。

また，歯の摩滅により年齢が推定できるので，本土の

シカとの体格の比較が可能になった｡さらに,この集団

のうち約1/3の個体は絶対年齢が明らかになっている

ので,個体ごとの成長曲線を描くことができる｡計測し

ている集団は個体識別され，母子関係もわかっている。

したがって,母親のサイズと彼女らの子供のサイズの

比較も可能である。これだけ繍度の高い調査は日本の

野生動物では行われたことがなく，さらに数年追跡す

ることにより，両期的な成果が得られる見通しである。

また，調査集団の全個体の年齢が判明すれば，厳密

な意味での年齢榊成が明らかになる。これが明らかに

林堆技術No.6411995.8
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なれば，コホート（|司年齢集側）の追跡による個体|＃

動態の解析が可能となる。現段階でもいわゆる人IIE

ラミッドは滑らかなカーブを柵かないことがわかって

おり，出生率や死亡率の年変動が予想以'二に大きいら

しいことがわかってきた．その主要因は食料供給状態

にあるが，その内容はかなり複雑だと思われる。つま

り気候の年変動によりシバやススキの生産性が影群さ

れるばかりでなく，秋の食料となるブナ，ケヤキなど

の結実状態が気候に影響されるとともに，樹木、身の

豊IXIリズムが組み合わさって結実麓が決まるため，例

えば高温の年は食料事情が良いと単純に結論すること

はできない。また，冬の厳しさ，ことに晩冬の積雪は

シカの死亡率に直接的な影響を及ぼす。この影響は環

境収容力に達した個体群，つまり平年でも余剰個体が

死亡してゆくというギリギリの状態にある個体群にお

いては，いっそう顕著である。

今後の調査と抱負

以上の現象を明らかにするためには少なくとも10年

を上|回lる長期の継続調査を行う必要がある。しかも金

華山鳥の場合，これをシカと植物群落の両方を，それ

らのつながりが明らかになる形で調査することを眼目

としている。このような研究と，それが可能な調盗地

は国内はもとより，阯界的に見てもごく少ない。それ

だけに得られる成果の学術的価値は大きい。

このような研究の意義を考えれば，我々は少なくと

も精神的には意気軒高である。しかし，これだけの調

査を継続させるのは容易ではない。これまでは東北大

学,11I形大学,l｣本動物植物塩門学院（京都校，仙台

校）をはじめとする多くのボランティアの学生諸蒋に

支えられて続けてきたが，いつまでも彼らの好意に依

存し続けるわけにもいくまい。研究経費を確保して良

い条件で調査できるようにしたいものである。幸い植

生調査については部分的ではあるが，宮城県環境保全

課の事業の一環として進めている。同課にはシカ捕換

の許可手続きなどでも便宜を図っていただいている。

また，黄金山神社には宿泊やシカの揃狸に関して理解

をいただいている。この砿の研究はこのような広範な

関係各位，諸磯関の協ﾉJなしにはとうてい不可能であ

る。この場をお借りしてあらためて謝意を表するとと

もに，さらなるご理解をお願いする次第である。

妓後に，我々は金華山島における研究を広く解放し

たいと考えていることをお伝えしたい。我々が進めて

いる研究の意識を理解され，協力したいと思われた力

林業技術No(*111995.8

あるいは独口の|測心で洲森に挑峨したい方はIII身や学

歴を問わず歓迎したい。どうか遠臘なくご一報いただ

きたい。今年（1995年）春の合同調査では，実に13も

の大学・専門学校・研究機関からの参加があり，楽し

く充実した数I1間を過ごすことができた。そのとき，

思いを新たにしたのは，体制や経溌も龍要ではあるが，
ごと

やはり自然に対する興味と研究に対する楕熱に如くも

のはないという実感であった。
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＊平成7年度(第18回)r空中写真セミナー』開催のご案内…目的：本セミナーは，空中写真を現在利用されて
いる方々や今後新たに利用しようとされる方々を対象に，空中写真を効果的に利用するうえで必要な実技指
導や現地演習等，実務''1心の研修を行い，空中写真の高度利用による諸施策の効率的な実施と経済社会の発
腰に寄与することを[1的として，㈹1列本林業技術協会が実施するものです。期間：平成7年10月161.1(月）
~2()H㈱の5H間。会場：棚H本林業技術協会会議室（〒102東京都千代田瞳六番|111.7)。研修人員:25
名◎参加費：33,000円(研修磯，教材賀，現地演習費等。ただし，セミナー参加のための交通費，宿泊料は
各自ご負担願います)。申込み方法：平成7年9月20日までに所定の申込書（当協会にあります）にご記入
のうえ，㈱日本林業技術協会研修室あて送付してください。なお，定員になりしだい締切となりますのでご
了承ください。問合せ：当協会研修室(直通冠03-3261-6638,担当：和田(昇))。主催：棚日本林業技術協
会。後援：林野庁・日本製紙連合会。

*編集部受贈図書（敬称略）ご寄り側ありがとうございました｡…･『古地震を探る』,太田陽子･島崎邦彦綱著,215ペー
ジ、2.678門，㈱古今沓院（公03-3921-2757)。『山林雑記･太山の左知』一日本農書全集56林業1，317ページ（付録
13ページ),5,800Iml,㈱磯山漁村文化協会(a()3-3585-1141)。『＜現代語訳＞樹木百話』，上村勝爾著,i:村武驍
修。八重樫良曄訳，288ページ,2.000N,"H本林業調査会("03-3269-3911)。
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森林技術研修と教材整備
七

やまもとてつや

山本哲也＊
＊森林技術総合研修所主任教務指導官

ニュ竺旦一一？

は林業技術者に必要な知識，技術を明らかにする

ものであるとともに，教材の活用を通じて林業技

術者の資質，技術向上を図る有効な手立てとなる

ものだからである。

このような認識の下，森林技術総合研修所では，

森林・林業に関する研修の質の高度化，研修需要

の増大に対応するため，「森林技術教材検討委員

会」（座長：小林富士雄日本林業技術協会顧問）

を開催し，研修教材整備の方向を取りまとめた。

以下その骨子を紹介する。

3．研修教材の現状と教材整備の必要性

森林技術に関する研修は，国，自治体，事業体

等の各段階で行われている。国の研修機関である

林業講習所，沼田林業機械化センターの研修教材

についてみると，ほとんどのものが各科目の担当

講師が作成したものであり，形態としては印刷教

材が多く，スライド,OHp,ビデオなどの視聴覚

教材もある。これらの教材内容は講師の得意とす

る事項に力点が置かれたものとなっている。また，

林業講習所についてはI刑参対象者が主として国有

林野事業職員であることから，これを意識した教

材となっている。こうした研修教材には多くの問

題点があるが，主なものとしては，①当該科'三lに

ついて林業技術者として必要な知識，技術が盛り

込まれ，科にIの内容を体系的に教えられる教材が

少ない，②教育学の分野の教材化理論を踏まえた

ものでなく，研修生の主体的努力を助力する，す

なわち学習者自身の学習を助ける教材として不十

分である，③講師により教材内容とその水準が異

なり研修内容の水準，一貫性が保てない，などで

ある。

研修ニーズの変化・多様化や研修対象者の拡大

と研修分野の拡大に適切に対応できるよう，教材

はじめに

近年，林業技術者の資質，技術の向上について

関心が高まってきており，林学会や林業技術者問

題懇談会等においてさまざまな議論が行われてい

る。地球的規模あるいは流域単位での森林の諸機

能に対する社会的関心の高まり，情報化，国際化

の進展という時代の変化に対して的確に対応でき

る資質，技術の保有が林業技術者の重大な課題と

なってきている。

こうした資質，技術を有する林業技術者を確保

するためには，大学，高校での環境も視野に入れ

た専門教育，技術の開発，普及,WZ,人事管理

等の各般にわたる施策の拡充が重要であるが，現

に技術者となっている者については特に研修が大

きな役割を果たさなければならない。現場の多様

化，内容の高度化，技術の進歩に対応した洲参を

行うことがますます重要になってきている。

1森林技術総合研修所の発足と人材育成

こうした中，平成7年4月，林業講習所と沼田

林業機械化センターが総合改組され森林技術総合

研修所が発足した。新研修所は，流域管理システ

ムの推進のための民有林・国有林が一体となった

研修，海外林業協力の拡充・発展につながる洲多，

経営改善を進める国有林野事業の人材育成の研修

等を行い，研修対象もこれまでの国有林野事業職

員中心から，広く林業関係者，一般国民をも含め

ることとなった。21世紀のわが国の森林･林業を

担う人材育成が新研修所に期待されており，今後，

研修のいっそうの充実が求められている。

2．森林技術研修と教材

研修の充実強化を考えるとき，特に重要なもの

に研修教材の問題がある。なぜなら，教材の整備

林業技術No.6411995.8



森林技術に関する研修分野（大分類－6分類，中分類-26分類，小分類-138分類）

大分類’中分類

法令

施策と
予算

情報処理

森林科学

森林管理
◆

経営管理

森林土木

森林・林業

木材産業

関連法律

民有林

国有林

海外関係

事務管理論

システムの運用管理

情報システム化

情報処理関連

立地環境特性

森林群落

森林植物

森林動物

森林微生物

林業史

事業運営

計画

維持造成

森林空間総合利用

林業機紙

普及

森林管理情報システム

基礎技術

治山技術

林道技術

小 分類

森林行政国有林野事業，組織・労働箸

規格，産業振興消費者

関連法律

森林計画制度，造林事業，生産流通対策等

国有林野事業国有林野事業の決算

海外林業協力，国際機関等の林業協力

OA総論組織と業務，事務と管理等

運用システム，運用管理，システム保守

コンピュータのハー陰ウェア，アルゴリズム等

情報処理関連

森林土壌，地形地質，森林気象，水文水理

森林生態，物質循環，遷移，森林地理箸

植物の構造と生理，植物の分類と分布等

動物，昆虫

きのこ，微生物

森林・林業概論，国有林史，民育林史

瀧爵頴患畿鴬譜蕊隷営鶴土地活用，
森林計画策定，森林調萱解析，地上資源調査，森林航測

林木育種，造林・保育技術，伐出技術等

森林風致，森林都市，保健休養林施業技術等

林業機械作業システム，高性能林業機械等

普及技術，林業知識普及，森林知識普及

資源情報システム，事業情報システム，経営惰報システム

応用数学，水理学，土質力学，構造力学，測圃・製図等

調査及び計画，渓間工，山腹工等

林道計画概論，調査及び設計，土工等

*分頬は．研修ニーズ輔の変化により，必要に応じ適切に変史するものである。
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標準テキストは，素

材の作成，素材と研修

目標との関連づけ，研

修生の先行知識との関

連づけ，媒体の選択，

研修技法との関連づけ

を考慮して作成する。

作成においては，特に

テキストの内容が体系

的，構造的に学習でき、

学び方を学ぶよう構造

的テキストデザイン法

等の考え方を取り入れ

て作成する。また，学

習目標と到達レベルは

行動表現により，構成

は構造的テキストデザ

イン法の考え方により

表現する。テキスト作

成に当たっては，科日

の目標，到達レベル，

章ごとの学習にl標，内

容，指導方法，jW語等

について検討を行い，

を整備する必要がある。

4．教材作成の考え方

教材作成に当たって，研修LI標として林業技術

者に必要な知識，技術を研修分野として表のよう

に分類整理した。この分類した科目ごとに教材を

作成するが，森林技術研修教材には，いわゆる教

科書あるいは標準的教材と呼べるものが少ないこ

とから，当面はこのような教材作成を優先して進

める。この教材は，森林技術総合研修所での使用

を前提とし教材化理論の発展を踏まえた方法を活

用して作成する印刷教材とし，標準テキストと呼

ぶこととする。教材は，①研修生に学習させる知

識，技術，技能を身につけさせるとともに，学び

方を学ぶよう配慮されたもの，②講師が指導の力

量・技量を発揮するための「素材」となるもの，

③研修内容の水準を保ち向上するもの，とする。

テキスト橘造について標準化を図る。

なお，教材作成は，森林技術に関する研修分野

の小分類を1つの科目とし，教材が整備されてい

る科'二lを除くものについて当面3カ年程度を努力

目標として進める。

【注】繊造的テキストデザイン法

人の記憶，転移，理解等の特性を考慮して図表的表

示法，拙造的記述法等を総合化してテキストの柵成や

識き方に関する標準を与える方法。

おわりに

今I刺の委員会での教材整備の検討は，教材繋備

の一部分の検討にすぎない。今後，森林技術研修

教材についての教材化手法の開発，標準テキスl、

以外の教材作成，教材作成を支援する教材・素材

情報の幣備，教材作成の推進方策，教材の利用方

法などの課題の検討を行う必要があろう。

休業技術No.6411995.8
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林分密度梼理図と比較して，適用

性が広く，実川性に富むものであ

る。

3．開発されたシステム収穫表

下の表に示したように11種類の

システム収穫表が開発されている。

それぞれ対象とする森林や予測内

容が異なっており，基本機能を一

部満たしていない場合もあるが，

いずれも創意工夫に満ちた特徴的

なシステムである。なお，個々の

システムの人手方法や詳細につい

ては，開発荷に直接IH1い合わせて

いただきたい。

4．おわりに

システム収椣表を使うには，成

長モデルで使われる成腱パラメー

タをあらかじめ求めておく必要が

あり，このﾉ,',(が他の一般の商業ソ

フトと大いに異なる。なぜなら，

森林は生物であり，樹樋・地域等

によって成長特性が少しずつ異な

るからである。

今l可の研究開発により，システ

ム収穫表の基本設計は一応完成し

た。今後は，実用化に向けてさら

に改良していくことになる。いち

ばんの課題は，やはり成長パラメ

ータの推定であり，これについて

は，システム収種表の利用者と開

発者の協力が不『1J欠である。各地

で成長パラメータが椛定され，シ

ステム収稚表が広く浦川されるよ

うになることを期待する。

（たなかかずひろ・三亜大学
生物盗洲学部）

■
、
■
ｈ
■
■
■＝

陸ﾃ塾奴臣表すｳグﾗﾑ
】

一
ｆ

p云う塾

ｲ

ｒ
凪
Ｆ
ｒ
Ｉ

システム収穫表

プログラムの開発

I

蕊
》

》
一
壼
一
一

一
一
一

一
一
一

田 中和博

成長過程を，パソコンとの会話に

よって自在に予測することを目的

として開発されたものである。シ

ステム収權表の基本機能は，

①予測すべき施業の内容が自由

である

②対象森林の多様な初期状態に

対応できる

③得られる成長予測情報が多極

詳細である

④利用者にとって使いやすいも

のである

⑤予測に用いられる成長モデル

が論理的である

の5項同であり，従来の収穫表や

1．はじめに

システム収櫻表とは，パソコン

との会話によって林分の成長を予

測するシステムの総称である。シ

ステム収稚炎の|1M発は，東京腱｣：

大学の水平塊占教授を研究代炎淵

として1990{|渡から文部筒科学|ﾘI

究費の助成を得て始まり、199{lff

度末をもって-一応の|>〈切りが付け

られた。ここでは，過去5年IW1の

研究開発の概略を報告する。

2．システム収穫表の基本機能

システム収磁表は，さまざまな

状態にある林分について，さまざ

まな施業が行われた場合の将来の

開発されたシステム収穫表の名称と開発者

名称（略称） 開発害（所属）

１
２
３
４

ヒノキ人工林収種表作成プログラム全国版
（ヒノキ闇単収穫表）

林分表と樹高曲線から将来の林分表と樹高曲
線を予測するシステム（シルブの森）

北海道トトこマツ人工林の成長予測プログラム
(TODO2)

林分密度管理図に墓づく人工林収穫予測表作
成システム（＜にびき1号）

人工林素材収穫鼠予測システム(素材収穫表）

森林簿用成長予測システム（森林簿収職表）

人工林間伐指針システム収種表(LYCS)

伊藤達夫（京都府立大学）

田中和博（三重大学）

阿部信行（新潟大学）

石河周平(北海道立林産試験場）

稲田充男（島根大学）

Ｆ
ｈ
〕
ハ
ハ
Ｕ
「
ノ
グ

龍原哲（東京大学）

龍原哲（東京大学）

白石則彦〔森林総合研究所
北海道支所）

山本博一（東京大学

北海道演習林）

鄭小賃（信州大学）

木平勇吉（東京農工大学）

福島敏彦

(福岡県森林林業技術センター）

石橋整司，田中邦宏
(東京震工大学）

引用文献

(1)木平勇占：システム収種表，文部

行科学研究憐総合(A)研究成果報

待諜N(102304022,1381)p,1992

(2)水平塊吉：システム収礎表プログ

ラム，文部省科学研究没試験研究

(B)研究成果報f1;ilfNn04556019,

198pp,1995

8相対化の手法によるシステム収穫表：同齢単
純林，二段林，天然択伐林（しらかんば）

9信州カラマツ林システム収種表（信州カラマ
ツ）

10九州におけるスギ，ヒノキのシステム収穫表
（九州のスギ､ヒノキ）

11天然林択伐施業用収穫予測システム
(VENUS)

林業技術N().(Mll9958
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▼曽村・岩崎氏

ぐ
三
澤
理
事
長

旬

呈
乢し

竹
本
・
外
山
氏

浴鋤

嚇丁

第41回林業技術コンテスト発表要旨1
▼笹井。能登谷氏

▲樋口・櫻井氏 「

し
米
澤
氏 ▲進行の高木

し
白
濱
氏 第41回林業技術コンテストは，本年も5月

2211,11本林業技術協会において開催されま

した。三澤当協会理事長の挨拶に続き，同じ

く高木調査第三部長の進行により，16組に及

ぶ参加者の熱い発表がありました。

このコンテストは，林業の第一線で実行や

指導に活躍されている技術者の皆様が，それぞれの

職域で業務推進のために努力し，その結果得られた

成果や体験などを発表していただいているものです。

辮盗の結果，優秀と認められた方々には林野庁長官

賞，日林協理事長賞などを州呈しています。本号と

次吟の2回に分けて、全員の発表襲旨を紹介します。

’ 割
篭

歩
吉
野
氏

I

1I
型

ー

・哲

q

ｑ
伊
藤
氏

I
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蝿
繍
騨
瀞
驫
慧
謹
騨

､識､‐：i蕪 烏の種類，個体数はド刈(19種･195個

教布;：体),新植(15種･171個体),除伐予定
::蔦箇所（11種･63個体）の順で少なくなっ

．．".．．::､Lt

ふ罵蝋.裳憲
面の上段に向かって多くなっているが，

これは上段に保護樹帯（ヤマザクラ，ミズキ，キブ

シ等の広葉樹が多い）があり，この尾根筋を中心に

鳥類が多く飛来したためと考えられた。また，除伐

予定箇所で稚幼樹本数が多いのは，長期間にわたっ

て生育環境が良好であったためと推察された。

(2)鳥の種類，個体の出現数が除伐予定箇所において，

新植と~下刈りの箇所に比べて少ないのは，複層林の

下木の成長により実のなる木や草が被圧され，えさ

となる木の実や昆虫力鍼少し，餌場として適さない

ためと考えられる。反面，新植，‐ド刈箇所で鳥が多

く見られるのは，木の実や昆虫が多く，餌場として

適しているからと推察される。

(3)鳥類の生息には，鳥類が生活しやすいような餌場と

なる多様な樹種がある森林が必要である。したがっ

て，鳥類による種子散布は，風などによる種子散布

よりも散布割合が高く，発芽率も良くなるため，有

効な天然更新の手段として考えられる。

(4)種子散布された多様な樹種を活用して施業するには，

値付本数，下刈方法，除伐方法，被圧木の対応等，

具体的な森林管理の方法が必要であるが，これは今

後の課題である。

(5)今回の調査筒所の隣接地では，森づくりのイベント

を行い，ケヤキ，ヤマザクラ，コナラ等を下木とし

て植栽し，上木がスギ・ヒノキの複層林施業地であ

る。この植栽地を含む周辺の森林を都市近郊林とし

て，今後，春の花や新緑，紅葉を楽しみ，また動物

保護のため実のなる木を育て多様性のある森林とし

高尾山国有林におい窟鳥類の種霧散布
i､通活用じた森称蓉蒸りについてざミ

東京営林局指導普及課:;"高尾森林惣鐸ﾀ:芦

｝､;ゞ ：噌蒜蓋弱鶴鱈澤毒！．…

1．はじめに

高尾山は保健休養の場(東京都心から西へ501(mと近

く，年間約300万人が訪れる)，都市近郊林であり，動

物や鳥などによって種子の散布が行われている。こう

した中で，高尾山国有林が森林空間利用林に機能分類

されていることを踏まえ，都市近郊林として鳥類の種

子散布を活用して，風景を楽しんだり新緑や紅葉等を

楽しむことができる多様性のある森林ができないか，

その提示とするため発表する。

2．調査方法

調査位置：高尾山国有林227b,l外2林小班内，通

常の複層林施業が行われている。

植物調査：上部に保護樹帯がある新植箇所（下木に

ヒノキ)，下刈箇所（同スギ)，除伐予定箇所（同スギ，

ヒノキ）の3カ所とし，それぞれ沢筋，中腹，尾根下

にプロッ1、(5m×5m)を設定し，稚幼樹の更新状

況を調査した。

鳥類調査：実のなる時期に調査箇所が見渡せる場所

(尾根下と沢筋)で，定点観測を行い，調査箇所および

その周辺に出現する鳥の種類，個体数を調査した。

調査時間：1カ所につき1I二16時間(8:30～10:

30,11:30～13:30,14230～16:30)を3H間行い，

3カ所で54時間実施した。

3．調査結果

植物調査の結果

(1)稚幼樹の種類，本数は沢筋（17種・74本）よりも，

斜面上段（中腹38種･362本/尾根下51種･410本）

に行くにしたがって，種子散布による稚幼樹種類，

本数が多くなっている。

(2)調査箇所ごとの鳥類による種子散布と判断される稚

幼樹の出現割合は，表･1のとおりである。

(3)稚幼樹は新植箇所，下刈箇所では下水と競合状態に

あり，除伐予定箇所では下木にすべて被圧されてい

るものの，稚幼樹本数については他の調査箇所より

多くなっていた。

鳥類調査の結果

表･1出現樹種数・本数

樹種数｜本数
総樹種数|鳥類による散布|総本数|鳥類による散布

新植箇所

下刈箇所

除伐予定箇所

全体

34

39

31

67

23

30

20

44

(68％）

(77％）

(65％）

(66％）

249

233

364

846

朗
別
印
〃

２
２
２
７

(92％）

(95％）

(79％）

(87％）

注：この表は調糞箇所別の出現樹種数,本数のうち、鳥類によ
り散布された耐繩数，本数を表した。
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表･2箇所別稚幼樹種類別鳥類種子散布表

奈斤植 一声メU 除伐手毒

樹．種 樹蓉‘蚕 鳧 樹種 ‘感

アブラチャン
モミジイチゴ
アオキ
キプシ

サンショウ
ヤマザクラ
ムラサキシキブ

ヤプムラサキ
コウゾ

ウリノキ
ハナイカダ
タラノキ
クサギ

アプラチャン
モミジイチゴ
アオキ
キプシ
サンショウ

ヤマザクラ

ムラサキシキプ
ヤプムラサキ
コウゾ

ウリノキ
ハナイカダ
タラノキ
ミズキ

カケス

ヒヨドリ

アカハラ・シロハラ・ヒヨドリ

ﾔﾏ＃ﾗ･ｼｭｳｶﾗ
シジュウカラ・ルリビタキ

ヒヨドリ・メジロ・ジョウピタキ

コジュケイ・メジロ･ウソ

コジェケイ・メジロ･ウソ

ヒヨドリ･ｼｭｳｶﾗ

ヒヨドリ

ヒヨドリ

シジュウカラ・ヤマガラ

ヒヨドリ・ジョウピタキ･アカハラ

シジュウカラ

アカハラ・シジュウカラ・シロハラ

ヒヨドリ･メジロ

ヒョドリ

カケス･ヤマガラ

ヒヨドﾘ

ﾋﾖドﾘ･コゲラ
カケス･ヤマガラ
ヒヨドリ

ヒヨドリ・ルリピタキ･ジョウビタ

キ

ｶケス

カケス

ヒヨドﾘ

ｧｶﾊﾗ･シロハラ･ヒヨドリ
ヤマガラ，シジュウカラ
ｼｭｳｶﾗ･ﾙﾘﾀｷ
ヒヨドリ･メジロ｡､ｮｳﾀｷ
ｺジュケイ,メジロ・ウソ
コジュケイ・メジロ・ウソ

ヒヨドリ・シジュウカラ

ヒヨドリ

ヒヨドリ

シジュウカラ･ヤマガラ
アカハラ・シジュウカラ・ジョウビ
タキ･ヒヨドリ
ヒヨドリ

シジュウカラ

ジヨウピタキ
シジュウカラ

ヒヨドリ・ジョウピタキ・アカハラ

シジュｳｶﾗ

ｱｶﾊﾗ･ｼｭｳｶﾗ･シロハラ
ヒヨドリ・メジロ
ヒヨドリ

カケス

ルリピタキ，ジョウピタキ
シジュウカラ・ヒヨドリ・ジョウピ
タキ･ホオジロ

ﾋヨドリ
ヒヨドリ
ヒヨドリ

ヒヨドリ

ヒヨドリ・シジュウカラ

アブラチャン
モミジイチゴ
アオキ

キプシ
サンショウ
ムラサキシキブ
ウリノキ
ハナイカダ
ミズキ

カケス

ヒヨドリ
ｱｶﾊﾗ･シロハラ・ヒヨドリ
ヤマガラ・シジュウカラ
ｼｭｳｶﾗ･ルリピタキ
コジュケイ・メジロ・ウソ

ヒヨドリ

ヒヨドリ

アカハラ・シジュウカラ・ジョウピ
タキ･ヒヨドリ
ヒヨドリ

ｼｭｳｶﾗ

ヒヨドリ・ジョウビタキ・アカハラ
シジュウカラ

ヒヨドリ

シジュウカラ・ヒヨドリ

シジュウカラ･ヒヨドリ・ヤマガラ
ヒヨドリ

カケス･ヤマガラ

ァオジ･アカハラ・シロハラ・ヒヨ

ドリ・メジロ

アカハラ･シロハラ・ヒヨドリ・メ
ジロ

ヒヨドリ・ジョウビタキ･ツグミ

ツルグミ

ヤマウルシ
クサギ

ヌルデ ツルグミ

ヤマウルシ

アカメガシワ

イヌザンシ三ウ
クサギ

シロダモ

ヤマグワ
エゴノキ

ダンコウパイ
カヤ
ェノキ

ビ

ゴ
ケ
チ
ア
ナ
シ
シ
ミ

イ
パ
パ
カ
ナ
ズ

ガ
ヤ
ッ
リ
ラ
ル
マ

ニ
カ
ミ
ッ
シ
サ
ガ

ヌルデ

イイギリ

クマイチゴ

イヌガヤ
カラスザンショウ

ニワトコ

マユミ

コナラ

この表を作成するにあたり，二れまでに
研究きれてきた文献を参考･にしながら‘淵

査箇所に出現した鳥類と出現した植物の
|則係を照らし合わせてみたところ，ほぼ
研究文献と‐一致した結果を得ることがH1
米た．

勺､

il

ゴ｝ナ
イ
‐ユ
ゴ

フ
モ
チ
ジ

マ
ダ
イ
モ
ギ

ヤ
ロ
ガ
ロ
コ

ミ
シ
ニ
ク
ウ

表･3調査箇所の稚幼樹から考えられる多様性のある森林て施業できるの

ではないかと考

える。

現在のスギ，ヒ

ノキの人工林があ

る森林で，間伐，

択伐等を行った後

の施業として，人

工的に広葉樹を植

えなくても，鳥類

等によって多種多

様な樹種が森林内

に種子散布されて

いることを活用し，

目的（木材生産，

自然景観保全，保

健休養，動植物保

護等）に応じた樹

種を残すような森

林管理を行えば，

画垂を蘂L〆之P－奔拝溶辱を蘂I一之r 程＝’t生 動物保罐
I

新緑 紅華 山塞 ﾌ胃~用樹種 蘂のえ反ろｱ侭薬用春の才巨

一
テ

デ
ジ
エ

ラ
エ
ミ
カ

ク
モ
カ
ワ
キ
モ
ウ
パ
シ

ザ
キ
キ
ダ
ヤ
グ
ノ
キ
ハ
コ
シ
カ
ラ
キ
シ

マ
ズ
ヤ
ロ
タ
マ
ゴ
ヤ
ノ
ロ
ン
ワ
リ
ラ
ナ
ミ
ギ
ノ
ル

ヤ
ミ
ケ
シ
イ
ヤ
エ
カ
エ
イ
エ
サ
ク
シ
コ
モ
ス
ヒ
ウ

モミジイチゴ
アオキ

サンショウ
ヤマザクラ

ムラサキシキプ

ヤプムラサキ
コウゾ

クサイチゴ
ハナィカダ

ミズキ
ウルシ

アカメガシワ
クサギ

イヌガヤ
ニワトコ

シロダモ

クロモジ
ヤマグヮ

,エゴノキ

ダンコウパイ
,カヤ

エノキ

イイギリ
マユミ

クリ

ツリパナ

シラカシ
ガマズミ

コナラ

ミヤマホウソ

アプラチャン
キプシ
サンショウ

ヤマザクラ
ミズキ

ケヤキ
マルパァォダモ

カラスザンショウ
ニワトコ

ヤマアジサイ

クロモジ
ヤマプキ

タマアジサイ
イタヤカェデ
ヤマグヮ
エゴノキ

ダンコウパイ
エノキ

フサザクラ
エンコウカエデ
トウカェデ
サヮシパ

クリ

ガマズミ
ミヤマホウソ

アプラチャン

ヤマザクラ
ミズキ
ケヤキ
アカメガシワ

ヌルデ
ェノキ

ィイギリ

ィロハモミジ
ェンコウカェデ
トウカエデ
サワシパ

クリ
コナラ

サンショウ

ハナィカダ
ニヮトコ

ヤマグヮ

ウコギ
サルナシ

タラノキ

マユミ

ミツパウツギ
モミジイチゴ

アオキ

キプシ
サンショウ

タラノキ
ニワトコ

クロモジ

ムラサキシキプ
コウゾ

ハナイカダ

ジャケッイパラ
ウルシ

アカメガシヮ
イヌザンショウ
クサギ

カラスザンショウ
ヤマプキ

コクサギ
ヤマグヮ
カヤ

エノキ
フサザクラ
クリ

ガマズミ
ウコギ

アプラチャン

キプシ
ヤマザクラ
コウゾ
ウリノキ

ミズキ

ジャケツイパラ
ニヮトコ

ヤマアジサイ
クロモジ

ヤマプキ
タマアジサイ

ヤマグヮ
エゴノキ
コゴメウツギ

ダンコウパイ
エノキ

マユミ

フサ罰ザクラ
ツリパナ
ガマズミ

ミヤマホウソ

経済的かつ公益的な機能や森林生態系を重視した多様性のある森林ができると考えられる。
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表．l各試験地のニセアカシアの
成立本数

騨
総
蕊
涛
蕊
憲
麓
騨

:§‘除草剤によるニセアカシアの駆除
巷除伐後の萌芽に着目した低コスト化の試み一

宮崎県中部農林振興局…宮崎北部森林組合

竹本俊夫外山篤司

;！
1．はじめに

ニセアカシアの駆除方法には，立木への薬剤葉面処

理，根株掘り取り，立木のナタ同薬剤処理などがある

が，経済的，施業的にみて施業に広く導入されるには

至っていない。そこで，簡便かつ経済的で十分施業と

して導入できる方法について試験した結果，除伐後の

萌芽に除草剤を葉面散布する方法で良好な結果を得た

ので報杵する。

2．試験の内容

試験地？30年生の海岸県有クロマツ林で,潮害防術

保安林および保健保安林に指定されている。肥料木と

して導入したニセアカシアが繁茂し，クロマツの生長

を抑制している。

試験区sその大きさは30m×33mとし，薬剤散布

を容易にするために前年に除伐を行った。萌芽の発生

した林分に10倍希釈薬剤散布区(試験lXA),20倍希

釈薬剤散布区(試験区B),立木にナタ目を入れた2倍

希釈薬剤注入区（試験区C)の3試験区を設定した

(表・1)。

3．試験結果

枯殺成果：試験区A,Bともに1週間後に葉面褐

変，15日後に枯死状態,60H後に根株の完全枯死，翌

年3月下旬の観察では萌芽発生はなかったが,B試験

区では新たに11本の稚樹の発生が見られた。

試験区Cでは，1週間前後で葉面の褐変が見られた

が,60日後では15本のうち完全枯死は11本,翌年3

月下旬には処理木のうち2本から萌芽発生，さらに見

落としによる末処理木がプロット内で29本確認され

た。一方，葉面に薬剤散布した幼樹はすべて枯死，翌

年3月下旬にも稚樹の発生はなかった。

施業経費：試験区Aでは完全な駆除効果が得られ

たが，試験区Bでは希釈倍率に応じた薬剤相当分(A

区の1/2)の当初経賀は少なかったものの，翌年発生し

た稚樹の薬剤処理費が新たに必要となり，経費合計は

1ha換算でA区の30.000円に対し,B区では

42.000円となった。

０
１

脚

写真･1試験区A(|除伐後の萌芽林）葉面散布状況

写真･2試験区A処理後60日後

写真･3試験区A(翌年3月）根株掘り取り観察，
完全枯死を確認

林業技術No.6411995.8

区分

試験区A

試験区B

試験区C

本数（本）

萌芽248

萌芽248

成木149

幼樹60

樹高（、）

1.0～1.5

０
０
７
１
一
一
０
５
２
１
木
樹
成
幼



試験区Cでは，作業行程に多くの労務を必要とし

(ニセアカシアのトゲや雑かん木の繁茂など),1ha

の換算で238,000円を要し，前年の除伐費（127,000

円）を加算したA区の経費合計と比べてもC区が

81,000円多く要する結果となった（表・2)。

4．考察

以上の試験結果から，試験区Aで実施した｢除伐後

の萌芽に薬剤処理する方法」が枯殺効果，施業経費の

いずれの点でも最も実際の施業に有効であることがわ

かった。

この方法で確認された利点を列挙すると次のとおり

である。

写真･4試験区C立木ナタ目薬剤注入処理状況
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①林内に作業の支障となる雑かん木がなく作業が

スムーズに行え効率的である。

②処理の見落としがない。

③上木のクロマツヘの薬害の危険性が低い（萌芽

高1.5m以下である)。

④枯殺効果が極めて高い（枯殺するに十分な薬剤

量が水平根まで取り込まれる)。

⑤他の方法に比べ大I胴に施業経費を削減できると

考えられる。試験区Bにおける水平根から二次的

に新生芽の発生があったが，薬剤鐘の希釈倍率に

よる効果差であることが示唆される（もっとも，

今回の試験では結論を得るには至らなかった)。

＊ 冬念

ニセアカシアの駆除は，保健保安林指定のクロマツ

林において，樹勢回復と併せて保健機能の増進のため

に必要不可欠である。

本試験結果を踏まえ，今回最も良好な成果を得た除

伐後の林内整理と薬剤処理を行う方法を平成6年度か

ら実施した｡まず8.10haに導入し，期待どおりの施業

効果を得たので順次実施することとしている。この方

法によれば，クロマツの稚樹が多数発生し，天然更新

が促進されることが確認されたので，今後とも健全な

クロマツ林として管理し，施業の成果を観察していき

たい。

表･2各試験区の施業経費と枯殺効果 1ha当たり

区分

試験区A

試験区B

試験区C

施業経費
試験方法

前年に要しだ経費

除伐後の萌芽に

10倍希釈薬剤を

葉面散布

除伐127千円

計 127千円

除伐後の萌芽に

20倍希釈薬剤を

葉面散布

除伐127千円

①立木に2～3

箇所ナタ目を

入れ，2倍希

釈薬剤を散布

計

②水平根から発

ら
生した幼樹に

薬剤を葉面散

布

127千円

試験年に要した経費

薬剤代

散布代

計

薬剤代

散布代

計

13千円

17〃

30千円

10千円

32〃

42千円

薬剤代13千円

ナタ目蕊剤注入

221〃

葉面薬剤散布

4〃

計 238千円

合計

157干円

169千円

238干円

枯殺効果

①1週間後葉面が褐変

②60日後に根株の完全枯死を確認

⑧翌年3月下旬にも幹からの霞芽，水平恨からの

幼樹ともに発生なし

①1週間後葉面が褐変

②60日後に根株の完全枯死を確認

③翌年3月下旬に水平根からの稚樹111本発生

①1週間後葉面が渇変

②60日後

(1)ナタ目処理木の根株のうち8割の枯死を確認

②幼樹の完全枯死を確認

③翌年3月下旬

（1拠理木の萌芽10本が発生

②水平根からの稚樹発生なし

④見落としによる未処理木293本を確認

林業技術N(>.6411995.8
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鍔
溌
蒸
鋪
蕊
鍵
鞭

蕊
蕊
蕊
蕊
鶏
糞
鰯

っているかを表示した。

(1)樹高生長

ブナは初期の生長が小さく，かつ変

動|照が少なく直線的に推移し，現在，

樹商は21.51nで樹冠は上燗をILi荷す

るようになっている。

他の3樹種は，初期の生長は良好で

あるが，途中から不規則なllil線に変動

長し，ブナよりも低く樹冠は階胸椛造を

ブナ二次林の生長状況調査について

前橋営林局村松営林署

樋口賢・櫻井勝
4-〆みご､哩凸

しながら生長し，ブナよりも低く樹冠は階胸構造を

呈している。

また，調査箇所の広葉樹林を子細に観察すると，

樹冠が階畷椛造を呈していることによって，ブナの

枝の発生を抑え，枝下高を高くすることが認められ

た。

(2)胸高直径生長

4樹種とも初期の生長に差異は見られないが，あ

る程度年数が経過すると，イタヤカエデ，ホオノキ

は放物線型，ブナ，ミズナラは逆放物線型になる傾

向が認められる。

(3)材積生長

4樹種とも逆放物線型を呈しながら生長していく

状況がよくわかる。また，ブナは初期の生長は小さ

いが，途中からきれいな放物線を描きながら推移し，

他の3樹種を追い越して生長していく状況が注日さ

れる。

4．考察

ブナを主体とした三次林の天然生広葉樹林について，

その生長過程を観察するに次のような傾向が認められ

た。

①ブナは，生長の変動幅が小さく，イタヤカエデ，

ホオノキ，ミズナラ等と競合して，樹冠は階層構

造を呈しながら上I勵を形成していく。

②階層構造を呈していくことから，ブナ以外の樹極

は，枝下高の確保に役立つとともに枝の発生を防

ぐ働きがあると考えられる。

③調査簿等を参考にすると､伐採から20年以上も経

1．はじめに

天然生広葉樹林の適正な育成・管理には，ブナはも

ちろんのこと，林分を構成する樹種ごとの生長特性を

把握することが重要であると考え，94年生の天然生広

葉樹林分におけるブナ，イタヤカエデ，ホオノキおよ

びミズナラについて，樹幹解析により生長特性の調査

を行ったので報告する。

2研究調査の経過

①更新年度を森林調査簿から推定すると,明治34年

(1901)ごろと考えられる。これに基づいて，樹種

ごとの樹齢について，年輪から追ってくると下の

図のようになる。

②現地の状況を見るに，炭窯の跡，炭焼きに通う道

が残っており，当時の伐採方法は皆伐と考えられ

る。

③この箇所は，平成元年，同2年にナメコ資材とし

て地元住民に間伐で売り払いを行った。

④ブナ二次林の生長状況調査は,地際から30α'1の高

さで最初の円板（厚さ3～4cI11)を採取し，次に

1m,2m,2m,･",1m,梢端部の間隔で円

板を採取して樹幹解析を行った。

3．実行結果

ブナ，イタヤカエデ，ホオノキ，ミズナラの樹幹解

析図で，樹高生長，胸高直径生長，材積生長について，

それぞれ生長曲線に整理し，樹種別に生長特性を調査

した。

生長曲線の整理方法として，縦軸に総生長鎧,"IW11

に歴年を取り，5年ごとの生長の推移がどのようにな

経過隼数 18

|7@94林齢

更新

明治34年

(1901)

大正8年(1919）

イタヤカエデ

稚樹発生

大正9年(1920)

ブナ

稚樹発生

大正10年(1921）

ホオノキ

稚樹発生

昭和11年(1936）

ミズナラ

稚樹発生

現在

平成6年

(1994）
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点は薪炭林の伐採が行われ

る等皆伐状態が生じたとも

推定される。イタヤカエデ，

ブナ，ホオノキがほぼ同時

期に発生していることがこ

の考え方を裏付けていると

考えられる。調査簿上に現

れていない施業の経過が推

定できたのも今1mの調査の

成果といえる。

⑳育成天然林施業においては，

更新柵助作業または保育等

の人手を加えたり，更新状

況調資を実施しているが，

それらの施業をより適切に

実施するため，今後さらに

若齢林分についても調査し，

今i'ilの調査結果に比較検討

ブナ二次林の生長状況

を加えて施業の参考にしたいと考えている。過してからミズナラの職樹が発生しているという

結果が出たが，現林分の主林木が更新発生した間

ブナ地帯育成天然林施業における
林床植生と更新樹の成立状況!

(4)平均樹尚は80clllから90cI11で大差はな

いが，ホオノキ（30％区，50％区)，

ウワミズザクラ(30％区)，イタヤカ

エデ(50％区)，ウダイカンバ(70%

区）の成長がチシマザサから脱して

いた。

(5)年平均成長最の高い樹極は，被圧や

名古屋営林支局富山営林署一
一日．，

米澤義則ミ
甲
亜
可
破

照度不足の影響が軽微なうちに成長したものと考え

られる。したがって，成長錘の低い有用広葉樹の育

成には刈出しが必要である。

(6)チシマザサ，ユキツバキは，伐採率が大きくなるに

したがって増加する傾向にある。特に，チシマザサ

は50％区で，ユキツバキは70％区で最多を示してお

り，したがって，これが群生している所では有11]広

葉樹の発生は極めて低い。

(7)更新指数については，年平均成長戯に筒低があるの

で,安定成長が見込める高さlmを超えるものの算

出値により把握することがベストと考える。

(8)地栫・刈出しは非常に効果的であることが実証され

たが，チシマザサ，ユキツバキ等の成立・成長の度

合いに応じ，また刈出し幅についても植生との関係

を考慮に入れて実施すべきと考えている。

ブナ天然林施業において，伐採率の違い（30％区，

50％区，70％区）が林床植生の分布と更新樹の発生・

成長にどのような影響を及ぼすか実証的に確認し，併

せて地栫・刈出し効果も検討した。

調査結果を集約すると，

(1)樹種は13種（30％区）から15種（70％区）で，ユキ

ツバキ，チシマザサ，かん木の3グループに支配さ

れている。

(2)有用広葉樹の成立本数は，50％区(578本/100m')が

比較的優位にあるが，ブナは特に単年成長獄がごく

わずかであり，その他の樹極との競合を考えると消

滅のおそれがある。

(3)有用広葉樹はブナ，ミズナラ，ホオノキ，イタヤカ

エデ，ウワミズザクラ(30%IX,50%区),ブナ，ウ

ダイカンバ，センノキ(70%区）の7種である。

林業技術No.6411995.8
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、！べて，補助作業を実施している天Iは

震の｜本数,樹高,径級,芯長ともに高い数
値を示している。

(4)以上の結果として，伐採後の稚樹の生

署：i 育状況は良好である。5年ごとの更新

准；， 完了箇所の稚樹発生および成長状況調

‘i：査によって，天Iに比較して天11実行

箇所で稚樹が伐倒後の末木枝条の下に擾われて成長

が遅れ，さらに種子が落下しても着床せず，消え去

っているものが少なくなったことがわかった。

(5)本調査結果について考察するに，①ヒバの成長は他

に見られないほど，長い期間を経てゆっくりと成長

している。したがって，伐採跡地の更新の取扱いし

だいでは，生育の良好な林分にもなるし，逆に生育

不一卜分な林分にもなる。②伐倒前の稚樹の成長もさ

ることながら，以後のヒバ林分を形成するうえで伐

倒後の実生稚樹が良好に生育するための環境作りで

ある地表処理，刈出し等の天Iを実行することが将

来のヒバ林形成に最も大切である。③ヒバが良好な

大木になるためには，地表に種子が落下して直ちに，

かつ後継樹として育つことであり，発芽成長のため

の環境整備がいかに大切かがわかった。

！；…"・、、…

上郷天誕地栫跡地における稚樹成長の
J"=~考察.'･:.r㎡…:;ゞ~'X

青森営林局脇野沢営林署

笹井玉蔵・能登谷秀雄

当署では昭和47年以来,ヒバ天然下種更新を積極的

に取り入れてきた。ヒバ択伐跡地のI類並びにII類に

よる更新完了後の稚樹の生育状況について,昭和48年

から5年ごとに無作為にプロット(10m×2m)を設

定し調査した。

その結果を要約すると，

(1)天然下種I類の本数は5年前(63年度)，10年前(58

年度),15年前(53年度）には増加傾向にあるが，

20年前(48年度）には減少している。これは，将来

必要な後継樹本数に自然淘汰されたことによると推

定される｡天然下種II類は,10年前の58年以前の本

数はほぼ一定である。

(2)樹高，径級，芯伸は年数とともに着実に成長してい

るのが観察される。

(3)以上のように，補助作業を実施していない天11に比

育成天然林施業（広葉樹除伐試験）
について

熊本営林局串間営林署白濱正明
、一

九州地方の暖帯の広葉樹林には，萌芽力に富んだカ

シ，シイ等の樹種が豊富で，しかも温暖多雨で林木の

生育に適した気象条件に恵まれているので，部分的に

人手を加えることにより有用広葉樹の混交率の高い林

分を造成することができる。そこで，天然林において、

将来，有用樹種に誘導するためにいくつかの研究が行

われてきた。

調査の経過，結果を要約すると，

(1)平成2年に除伐試験区(1.65ha),対照区(0.34ha)

を設け，さらに，その中に調査プロットとして，そ

れぞれ0.03haずつを設けた。除伐は，枝の重なりを

なくす程度に約1.5m間隔をめどに，また，通直な有

用樹を育成する目的で実行した。内容は，本数率で

52％，材積率25％で実行した。平成3年に第1回目，

同6年に第2回目の調査を行い，比較検討した。

(2)全体的に比較するに，試験区・対照区とも本数では，

自然枯死，台風の影響により86％と減少しているが，

材猿率では試験区155％（1本当たり平均材穂

0.029～0.053nf),対照区139%(1本当たり平均材

積0.018～0.029㎡）となっている。

また，試験区では，有用樹のコジイ，タブ，イチ

イガシ，シラカシについては，成長が著しく旺盛で

あるが，対照区では成長にばらつきが見られる。

(3)径級および樹高の成長状況は，表のとおりである。

(4)予想どおり試験区の有用樹の成長がよく，また，萌

芽の状況も非常に活発(樹高0.5～2.0m)である（対

照区は皆無)。したがって，次期更新は除伐を行うこ

とによりスムーズに行われるものと確信している。

これらのことから，広葉樹林施業における除伐の必

要性，有効性が実証された。
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湾隼施業指標林の現況と今後の‘：
;;樋業について

ミ旭jII営林支局幌加内営林署伊藤日出男

欠点木が26％を占めている(欠点木＝

横方向の生長が旺盛なものと腐れ等欠

点の多い木)｡⑤保残木が多いため植栽

木は被圧の影響を受けている。

(3)以上のことから，間伐が必要な時期に

きているものと判断し，以下のような

伐を行うこととした。①広葉樹は立て木

径木生産を目指し，針葉樹は本数管理を

増加を図ることとして。針広混交林へ誘

当署管内は道内有数の豪雪・厳寒の地であり気象害

の発生が増加しているので，保残木の保誰効果と林分

構成の充実した針広混交林への誘導を目標として，沼

牛施業指標林を昭和46年に設定し，24年を経過した。

今回は林分椎成の充実と針広混交林への誘導（保残木

の保護効果は発表済）に向けて，現況を調査し施業の

方法を検討した。

調査方法とその結果を要約すると，

(1)指標林は保残木が上層を占め，その下層に植栽木が

あり,二段林型を成している｡保残木（約160本/ha)

は平均に配置され，クルミ，イタヤ,ニレなど不正形

木が点在し，生育良好な植栽木が被圧を受けている。

(2)調査結果：①被圧を受けている植栽木が4()％に達

している。②保残木により雪害を受けている植栽木

は被圧木の中で15％に達している｡③樹冠うっ閉鹿

が69％(一部岩石地あり）と高い。④保残木の巾で

考え方で間伐を行うこととした。①広葉樹は立て木

を選定し大径木生産を目指し，針葉樹は本数管理を

行い蓄積の増加を図ることとして，針広混交林へ誘

導する。②保残木はha当たり160本程度あるので，

欠点木を初回に整理し被圧の解除をすることにより

植栽木の上長成長を促し,立て木を中心に50cm以上

の大径木生産を目指す。2回目以降の間伐から目標

径級に達したものを対象にする。③前生林が広葉樹

100%であったこと，植栽木（トドマツ)の生存率が

55％と厳しい状況にあるので，急激な変化を避け，

初回間伐は抑えて生長経過を見ることにする。④広

葉樹の侵入木も本数で16％発生しているので,複層

林へ誘導できると推定される。以上のことから間伐

回数を3回にし，“間伐方法整理表”を作成した。

(4)今後，経過比較のため指標林を3カ所に分けて（無

施業区,標準区,強度区)，比較データの収集を行う。

国有称の篝面的機能を活か唾だ溌後の

〈職撚鶯理施業につい蔭(罰れ嵐蕎縁侭1
1:::総ほる拡大造輔弛め成果を踏譲尭迩)‘脅割"；

ざい芙鵺鯛三次営繕:|”吉野慎胤I

広葉樹だけが63％と大きく増加した。

(3)①広葉樹だけが見える区域には，ミズ

キ，ヤマザクラ，ミズナラ，アカシデ，

コナラ，ブナなどの有用広葉樹が多く，

総じて枝下が高く通直で良好な生育を

している。②植栽木の成長量について

茗荷谷国有林は人工林率60％（スギ55％，ヒノキ45

％）であるが，林内には有用広葉樹が多数生立し良好

な成長をしている。また，景観に優れ，入山者が年々

増加している。そこでこうした特色を貴重な資源とし

て合自然的森林施業を行い，木材生産と多様な機能を

両立させる森林管理施業を考察した。要約すると，

(1)地形，土壌状態，地栫方法，植付方法が植栽木の成

長に及ぼす影響については，明らかな差異は見られ

なかったが，植栽木の成長には地栫・植付方法等人

為的な影響よりも，地形・土壌状態といった自然条

件の影響のほうが強いといえる。

(2)昭和48年には全域に植栽木が見えたがしだいに広葉

樹が多くなってきた｡その後の｢見える｣面穣の割合は，

58年植栽木だけの50％が平成5年には37％に減少し，

広葉樹と植栽木がおおむね均等の13％がなくなり，

植栽木だけの区域で標準的に成長していると思われ

るものと広葉樹だけの箇所のものと比較すると，

広葉樹だけの箇所は｢植栽木だけ｣に比べてha当た

り本数は約1/4,直径2cI11,樹高は3mとそれぞれ少

なかった。

(4)広葉樹だけ見える区域については多くの入林者の眺

望地として，育成対象木の樹冠上方で生育に支障の

ある天然木だけ必要最小限伐除する作業を行った。

現在生京している植栽木と有用広葉樹と共生しなが

ら成長していくための環境・基盤作りをしておく必

要がある。

(5)当該国有林の今後の取扱いについては，施業の指針，

特色，取扱いを整理し，人工林，天然林別に,さら

に林道の整備，公益機能の発揮等について一表にま

とめて，施業の便に供した。
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の
中
の
代
表
的
な
善
玉
菌
で
あ
る
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
を

増
や
す
効
果
の
高
い
オ
リ
ゴ
糖
を
豊
富
に
含
ん
で
い

ま
す
か
ら
、
そ
れ
だ
け
整
腸
作
用
の
強
い
根
菜
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

ゴ
ボ
ウ
に
は
、
ガ
ン
予
防
に
効
果
の
あ
る
リ
グ
ニ

ン
と
い
う
セ
ン
イ
質
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

成
分
は
、
切
り
口
に
た
く
さ
ん
出
て
く
る
性
質
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
面
白
い
こ
と
に
は
、
時
間
が
た
て

ば
た
つ
ほ
ど
、
切
り
口
を
細
菌
か
ら
守
ろ
う
と
し
て

リ
グ
ニ
ン
は
さ
ら
に
増
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
人
は
、
ゴ
ボ
ウ
を
よ
く
さ
さ
が
き
な
ど
に
し

て
料
理
し
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
表
面
積
を
多
く
す

れ
ば
、
リ
グ
ニ
ン
が
た
く
さ
ん
生
成
さ
れ
ま
す
か
ら
、

一
層
ガ
ン
の
予
防
効
果
も
出
て
く
る
わ
け
で
、
日
本

人
の
知
恵
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
保
存
型
野
菜
」
の
場
合
、
ゴ
ボ
ウ
と
同
じ
よ
う
に

セ
ン
イ
質
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
消

化
吸
収
さ
れ
ず
に
、
水
分
を
取
り
込
ん
で
食
べ
た
も

ぜ
ん
ど
う

の
の
か
さ
を
増
や
し
ま
す
か
ら
、
腸
の
蠕
動
運
動
を

活
発
に
す
る
た
め
、
腸
の
中
に
食
べ
も
の
が
と
ど
ま

る
時
間
が
短
く
、
悪

玉
菌
の
よ
う
な
好
ま

し
く
な
い
細
菌
の
繁

殖
を
防
ぐ
こ
と
に
も

な
り
、
た
い
へ
ん
健

康
に
も
い
い
わ
け
で

す
。

昔
の
日
本
人
は
ス

リ
ム
な
体
型
を
し
て

い
て
、
肥
満
体
の
人

が
極
端
に
少
な
か
っ

た
の
は
、
飽
食
し
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
よ
り
も
「
快
便
型
」
の
食
生
活
が
、
お
腹
の
中
を

常
に
ク
リ
ー
ン
に
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
と
い
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

旬
の
生
鮮
野
菜
は
、
み
そ
汁
の
実
、
あ
る
い
は
お

ひ
た
し
、
浅
漬
け
な
ど
に
し
て
毎
日
と
り
ま
す
。
保

存
型
野
菜
も
毎
日
利
用
し
ま
す
が
、
ゴ
ボ
ウ
と
か
里

い
も
な
ど
は
行
事
や
祝
い
事
の
と
き
な
ど
に
集
中
的

に
食
べ
ま
す
。
セ
ン
イ
質
の
多
い
根
菜
類
を
ま
と
め

て
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
腹
の
中
を
き
れ
い
に
す

る
た
め
な
の
で
す
。

「
食
う
も
の
と
、
飲
む
も
の
は
出
る
が
よ
い
』

口
か
ら
入
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
が
食
べ
も
の
で
あ

れ
飲
み
も
の
で
あ
れ
、
き
れ
い
に
排
泄
し
な
け
れ
ば

健
康
に
よ
く
な
い
。
大
小
便
の
定
期
的
な
通
じ
が
、

健
康
や
長
生
き
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
い
っ

た
も
の
。

真
っ
白
に
精
白
し
た
ご
飯
や
白
パ
ン
、
そ
れ
に
柔

ら
か
い
加
工
食
品
が
全
盛
と
な
り
、
あ
ま
り
に
も
消

化
が
よ
す
ぎ
て
セ
ン
イ
質
が
欠
乏
し
て
い
る
た
め
に
、

現
在
は
〃
一
億
総
便
秘
″
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

便
秘
は
ガ
ン
や
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
な
ど
万
病
の

も
と
で
あ
り
、
通
じ
を
良
く
す
る
た
め
に
も
、
ゴ
ボ

ウ
や
イ
モ
類
、
海
藻
、
キ
ノ
コ
な
ど
を
し
っ
か
り
と

と
り
た
い
も
の
で
す
。
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惑溺蕊 溌蕊認

「
快
食
・
快
便
・
快
眠
」
は
長
寿
の
薬

昔
の
人
は
、
実
に
う
ま
い
こ
と
を
い
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
長
生
き
し
た
か
っ
た
ら
、
「
上
手
に
食

べ
て
、
す
ら
り
と
出
し
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
」
と
い
う
、

呪
文
み
た
い
な
こ
と
わ
ざ
。

「
快
食
・
快
便
・
快
眠
」
の
こ
と
で
す
。
確
か
に
、

こ
の
「
三
快
」
は
健
康
を
保
つ
う
え
で
不
可
欠
の
要

素
で
あ
り
、
不
老
長
生
の
第
一
条
件
の
よ
う
な
も
の

で
す
。「

快
食
」
が
「
快
便
」
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
と

し
て
「
快
眠
」
に
つ
な
が
る
。
実
際
に
長
寿
村
に
行

っ
て
み
る
と
、
こ
の
「
三
快
」
を
毎
日
実
行
し
て
い

る
人
た
ち
が
実
に
多
い
。
長
寿
村
で
は
、
生
活
の
リ

ズ
ム
そ
の
も
の
が
、
自
然
と
「
快
食
・
快
便
・
快
眠
」

ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

で
は
、
日
本
人
を
世
界
一
の
長
寿
民
族
に
し
て
き

醗
溌
駿
溌
溌
溌
駿
醗
醗
酸
溌
溌
溌
溌
溌
溌
溌
溌
駿
駿
溌
騒
一

，畿駿駁
§畿駿駿

蕊灘
3鰯
3澱
'澱
ﾖ殿
9毅
3鯛
9醗
畠殻
3醗鵬綴
島醗醗誰
，駿殺綴
，醗殺磯

八

蕊
識

，鵬綴
，醗畿
'殺畿
,毅醗

蕊
，溌畿
，磯醗
息溌溌

た
「
快
食
」
の
中
心
は
何
か
と
い
う
と
、
大
豆
と
野

菜
と
海
藻
に
尽
き
ま
す
。

大
豆
は
煮
豆
で
も
食
べ
ま
す
が
、
み
そ
や
納
豆
、

豆
腐
、
そ
れ
に
き
な
粉
な
ど
に
す
る
場
合
が
多
く
、

み
そ
や
納
豆
で
す
と
、
発
酵
さ
せ
て
か
ら
食
べ
る
わ

け
で
す
か
ら
ア
ミ
ノ
酸
が
増
え
、
消
化
が
よ
く
な
る

だ
け
で
は
な
く
、
み
そ
で
し
た
ら
酵
母
や
こ
う
じ
菌
、

乳
酸
菌
な
ど
、
そ
し
て
納
豆
で
す
と
納
豆
菌
も
と
る

こ
と
に
な
り
、
整
腸
効
果
を
高
め
る
う
え
で
役
に
立

ち
ま
す
。

野
菜
に
は
、
旬
の
「
生
鮮
も
の
」
と
「
保
存
型
野

菜
」
が
あ
り
ま
す
。
保
存
型
と
い
う
の
は
、
ゴ
ボ
ウ

や
ニ
ン
ジ
ン
、
イ
モ
類
、
大
根
な
ど
の
根
菜
類
が
中

心
で
す
が
、
日
本
人
は
こ
れ
ら
の
利
用
法
が
実
に
う

｝
ま
い
。

根
菜
類
は
、
行
事
や
お
祭
り
、
祝
い
事
な
ど
の
煮

§
〉
６
課
６
）
６
〉
６
〉
§
闇
〉
恩

》
駿
溌

箔9鯛鯛 誠
一

し
め
料
理
と
し
て
必
ず
登
場
し
て
く
る
た
め
に
、
「
お

ふ
く
ろ
の
味
」
と
し
て
脳
細
胞
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
、

味
覚
の
記
憶
と
し
て
定
着
し
て
、
い
く
つ
に
な
っ
て

も
忘
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
折
に
触
れ
て
食
べ
た
く

な
る
。こ
の
よ
う
な
「
食
」
と
「
ふ
る
里
」
と
の
連
動
性

が
、
実
は
日
本
人
を
世
界
一
の
長
生
き
民
族
に
し
て

き
た
背
景
な
の
で
す
。
デ
パ
ー
ト
の
食
品
売
場
に
行

く
と
、
ゴ
ボ
ウ
や
ニ
ン
ジ
ン
、
昆
布
な
ど
の
煮
し
め

が
並
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
根
強
い
人
気
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

ゴ
ボ
ウ
は
「
快
便
」
に
通
ず

煮
し
め
や
キ
ン
ピ
ラ
に
は
欠
か
せ
な
い
ゴ
ボ
ウ
で

す
が
、
こ
れ
を
日
常
的
に
食
べ
て
い
る
の
は
日
本
人

だ
け
。ゴ

ボ
ウ
の
原
産
地
は
シ
ベ
リ
ア
東
部
か
ら
中
国
の

東
北
部
、
そ
れ
に
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
な
ど
で
す
が
、
日
本

列
島
に
渡
来
し
た
の
は
縄
文
時
代
で
、
福
井
県
の
烏

浜
貝
塚
か
ら
そ
の
種
子
が
出
土
し
て
お
り
、
何
千
年

も
の
長
い
間
、
日
本
人
は
ゴ
ボ
ウ
の
味
に
な
じ
ん
で

き
た
わ
け
で
す
。

ゴ
ボ
ウ
を
定
期
的
に
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
腸

の
中
が
大
掃
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
常
に
「
快
便
」

が
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ゴ
ボ
ウ
は
、
腸
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写
真
②
桜

写
真
①
け

っ
た
が
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
出
て
く
る
怪
物
の
よ
う

だ
．
：
：
．
と
不
気
味
な
気
持
ち
を
抱
い
た
記
憶
が
あ
る
。

ラ
フ
レ
シ
ア
は
、
ブ
ド
ウ
科
の
ミ
ツ
バ
ビ
ン
ボ
ウ

カ
ズ
ラ
属
と
い
う
つ
る
性
の
植
物
の
根
に
寄
生
す
る
、

葉
も
茎
も
根
も
な
い
花
だ
け
と
い
う
植
物
で
、
宿
主

の
ミ
ッ
バ
ビ
ン
ボ
ウ
カ
ズ
ラ
が
生
え
る
森
の
林
床
に
、

局
所
的
に
発
生
す
る
。
初
め
、
一
円
玉
く
ら
い
の
大

き
さ
の
花
芽
が
、
キ
ャ
ベ
ツ
玉
の
よ
う
な
つ
ぼ
み
に

成
長
す
る
ま
で
に
、
半
年
か
ら
一
年
を
要
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
開
花
の
時
期
は
不
定
で
あ
る
が
、
そ

の
時
が
来
る
と
、
一
～
二
日
か
け
て
花
弁
が
開
く
。

そ
し
て
開
花
後
は
、
四
～
五
日
で
黒
ず
み
始
め
、
腐

写真
剤▼

写
真
④
ぐ､gでマ凶 _＝

っ
て
し
ま
う
。
開
花
し
て
間
も
な
い
み
ず
み
ず
し
い

ラ
フ
レ
シ
ア
の
花
を
見
る
に
は
、
発
生
場
所
を
突
き

と
め
、
継
続
観
察
を
し
て
張
り
込
ん
で
い
な
い
限
り
、

ま
ず
無
理
で
あ
る
。

ポ
ー
リ
ン
温
泉
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
ラ
フ

レ
シ
ア
の
発
生
地
が
数
カ
所
見
つ
か
っ
て
お
り
、
職

員
が
定
期
的
に
見
回
っ
て
、
っ
ぽ
み
の
測
定
な
ど
を

続
け
て
い
る
ほ
か
、
海
外
か
ら
も
多
く
の
研
究
者
が

訪
れ
て
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
私
も
、
ポ
ー
リ

ン
温
泉
地
区
に
滞
在
し
た
三
年
間
に
、
調
査
に
同
行

さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
し
て
、
幾
度
と
な
く
ラ
フ
レ
シ

ア
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

写真⑤▲ぐ写真⑥

い
み
ず
み
ず
し
い
ラ
フ
レ
シ
ア
の
花
弁
は
肉
厚
で
、
デ
コ
ボ
コ
し
た

丞
生
場
所
を
突
き
ゴ
ム
の
よ
う
な
手
触
り
、
朱
色
に
白
い
ぶ
ち
が
入
っ

ル
で
い
な
い
限
り
、
て
い
て
、
森
の
中
で
ひ
と
き
わ
目
立
つ
色
彩
だ
。
ラ

フ
レ
シ
ア
の
花
に
は
ハ
エ
が
よ
く
飛
ん
で
来
る
。
腐

恥
ま
で
に
、
ラ
フ
っ
た
肉
の
よ
う
な
悪
臭
が
ハ
エ
を
引
き
寄
せ
て
い
る
、

ぢ
て
お
り
、
職
と
書
物
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、
私
が
実
際
に
見

〃
の
測
定
な
ど
を
て
確
認
し
た
限
り
で
は
、
そ
の
よ
う
な
に
お
い
は
感

シ
く
の
研
究
者
が
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
説
に
よ
る
と
、
こ
れ

私
も
、
ポ
ー
リ
ら
の
ハ
エ
が
雌
雄
異
株
の
ラ
フ
レ
シ
ア
の
受
粉
を
媒

喰
調
査
に
同
行
介
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
確
か
な
調
査
結
果
は

」
な
く
ラ
フ
レ
シ
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
。

あ
る
日
、
森
で
昆
虫
採
集
を
し
て
い
た
と
き
、
思

！
‐
，
‐
１
１
‐
’
’
’
㈹
１
１
－
い
が
け
ず
ラ
フ
レ
シ
ア
に
出
く
わ
し
た
。
そ

つ
写
直
員
一

ｊ
の
，
職
一
ろ
そ
ろ
夕
方
で
、
辺
り
は
薄
暗
く
な
っ
て
お

、
Ｊ
叩
前
る
ア
の
ｊ
一

⑤
２
直
め
シ
園
蜘
一
り
、
そ
ん
な
中
で
ふ
い
に
目
に
飛
び
込
ん
で

《
繍
騨
糾
仰
蛾
議
籠
蝦
刈
塊
嬉
呼
陽

率
麺
鴎
噸
識
錘
膨
一
…
…
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
神
秘
的
な
雰
囲

一
気
を
漂
わ
せ
て
い
た
。
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琢
甥
弘
一
‐
坐

淵
拶
＃
ｙ

も
■
平

妙
鋤
響
継

拶
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緋
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叩
●
、
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１
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餌
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骸
勝
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噸
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ｊ
肘
静
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恥
ｒ
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罪
・
呪
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‐
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酢
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輌
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酉
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園
者
へ
の
自
然
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
蝶
園
以
外
の
、

ポ
ー
リ
ン
温
泉
地
区
の
見
所
を
幾
つ
か

紹
介
し
た
い
。

ポ
ー
リ
ン
温
泉
地
区
は
、
東
南
ア
ジ

ア
最
高
峰
の
キ
ナ
バ
ル
山
（
標
高
四
、

一
○
一
脚
）
の
ふ
も
と
、
標
高
約
五
百

腕
に
位
置
し
、
樹
冠
ま
で
四
、
五
十
届

も
あ
ろ
う
か
と
い
う
フ
タ
バ
ガ
キ
科
や

マ
メ
科
の
巨
木
、
高
さ
数
勝
に
も
な
る

見
事
な
板
根
を
数
多
く
見
る
こ
と
が
で

き
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ

る
。
国
立
公
園
で
は
、
こ
の
よ
う
な
巨

私
の
任
地
、
キ
ナ
バ

ル
国
立
公
園
ポ
ー
リ
ン

温
泉
地
区
は
、
蝶
を
は

じ
め
と
す
る
昆
虫
の
宝

庫
と
し
て
注
目
を
浴
び

て
い
る
所
だ
が
、
そ
れ

以
外
に
も
、
こ
の
地
な

ら
で
は
の
貴
重
な
動
植

物
が
多
く
、
国
立
公
園

で
は
、
そ
の
よ
う
な
生

物
の
調
査
研
究
や
、
来

ス
リ
ル
満
点
／
・
つ
り
橋
を
渡
る
筆
者

木
の
上
部
に
、
キ
ャ
ノ
ピ
ー

ウ
ォ
ー
ク
ウ
ェ
イ
（
樹
冠
の

つ
り
橋
）
を
数
カ
所
設
置
し
、

樹
上
の
烏
や
リ
ス
・
サ
ル
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
や
、

着
生
植
物
な
ど
を
観
察
で
き

る
よ
う
に
し
、
研
究
者
や
一

般
来
園
者
に
も
公
開
し
て
い

る
。
地
上
に
い
る
の
と
は
異

な
る
目
線
で
、
森
林
の
風
景

や
動
植
物
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
と
し

て
、
来
園
者
の
人
気
を
集
め

キャノピーウォークウェイ

て
い
る
。

ま
た
、
ま
だ
一
般
公
開
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
野
生
の
ラ
ン
を
集
め
た
オ
ー
キ
ッ
ド
ガ
ー

デ
ン
（
ラ
ン
園
）
も
、
将
来
、
ボ
ル
ネ
オ
島
の
ラ
ン

の
調
査
研
究
の
拠
点
と
な
る
べ
く
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
ラ
ン
と
い
う
と
、
色
鮮
や
か
な
大
振
り
の

花
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
と
思
う
が
、
こ
の
ラ
ン
園

で
は
、
そ
う
い
っ
た
園
芸
品
種
の
ラ
ン
で
は
な
く
、

野
生
の
、
特
に
樹
上
の
着
生
ラ
ン
の
収
集
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
特
色
だ
。
普
通
は
人
目
に
触
れ
る
こ

と
の
な
い
森
の
奥
深
く
、
あ
る
い
は
樹
上
高
く
に
生

え
、
ひ
っ
そ
り
と
花
を
咲
か
せ
て
い
る
珍
し
い
ラ
ン

が
、
多
数
集
め
ら
れ
て
い
る
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
組
織

培
養
な
ど
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
、

貴
重
種
の
保
存
、
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
計
画

と
の
こ
と
だ
。

さ
て
、
ポ
ー
リ
ン
温
泉
地
区
で
見
る
こ
と
の
で
き

る
珍
し
い
植
物
の
代
表
格
は
、
何
と
い
っ
て
も
世
界

最
大
の
花
、
「
ラ
フ
レ
シ
ア
」
で
あ
る
。
私
は
小
学
生

着
生
ラ
ン
の
一
種

る
。
私
は
小
学
生

の
こ
ろ
、
「
何
で
も

世
界
盲
と
い
う

よ
う
な
本
で
、
初

め
て
こ
の
不
思
議

な
花
の
こ
と
を
知
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戦後の混乱期を綴て朝鮮動乱が

もたらした特需景気によって，国

内の住宅建築が活発化し，木材需

要が急伸した時期，これに対応し

た木材供給は80％以上を国産材

で占めての売手市場，昨日山で伐

られたものが今日製材され明日は

建築現場に出荷といった具合。水

も滴る材鳥志げ底表示の歩切れ品
が市場を席捲，その結果，建物は

傾き，柱は裂け，床はきしみ，そ

して薄い板とか細い柱はさながら

燃料と化した。こうしたことが

人々の木に対する不信感となり，

コンクリートや鉄への傾斜を招い

ていったことは大方の指摘すると

ころであろう。

時移り，世界に冠？たる経済大

国にのし上がった今FI,人々は無

機質な単なる居住空間から脱け出

し，ようやく安らぎ，憩い，叙情

が求められる本当の意味での住宅

を志向できる時代を迎えたという

こと。それが木の復権となったと

見るはあながち小生の独断とは忠

あ診』必ばちJ1

木への信頼回復は
国有林から，4これ極意

近ごろ，木の復権，という言葉

をずいぶんと耳にする。多少なり

とも森林や木材とかかわっている

人間には，いたく心地いい響きで

ある。なるほど，全国の各地には

木材による大型ドームが現れ，木

造校舎も一種ブームの感がある。

各種の世論調査でも木造住宅に対

する1KI民の願望が根強いと報じて

いる。でもここで奔遠からじ，な

んて浮かれたりするにはちと早す

ぎるのでは。

復権という言葉を辞書で引くと，

失った権利，資絡を取り戻すこと，

とある。つまり木材はかつて建築

での主役の座にあったはず，それ

が何らかの理由で主役を交替させ

られたということでは。少なくと

も戦前までは厳然として主座にあ

り，住宅，学校，社寺仏閣など大

小，各種建築物として庶民の生活

を支え，社会の文化に貢献し，多

くの名工を生み，歴史を創ってき

た。それが戦後の混乱期を境に建

築材として脇役どころか場合によ

っては悪者扱いを受ける亀蔀人気
が急降下してしまった。巷の風評

いわく，木は燃える，狂う，腐る，

虫が食う，割れるetc。そしてこれ

に代わってコンクリートこそ最良

の建築資材である，セメントこそ

近代日本のスターであると熱狂，

猫も杓子も鉄筋コンクリート－辺

倒とはあいなったのである。でも

こうなるにはちゃんと理屈がある

のでは。

1統訊こみる日本の彬鍵， 製材工場の動向
平成6年の製材工場数（製材用

動力の出力数が7.5kw未満の工

場数を除く）は,1万5,028工場

で，前年に比べ2％減少した。こ

れを出力階卿別にみると，各階層

ともに減少しているが,特に22．5

kw未満,150～300kw未満の工場

は，それぞれ4％，3％の減少と

なり，他の階層に比べ商い減少率

となった。また，これに伴い製材

用素材の輸入鍬も減少傾向にある

が，その減少率は小|胴である。

図は,出力数が300kw以上の製

材工場を入荷類型別に示したもの

である。この階層の特徴をみると，

工場数では，「国産材のみ｣を製材

している工場は，戦後造林木の中

小径材の供給が漸次増加している

こと等から増加傾向を示している

が，「外材のみ｣を製材する工場は，

製材用動力の出力数300kw以上の工場数および

1工場当たりの素材入荷量の推移

I蒼娚 m3
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えないのだが。

この機に，木に対する信用を

しっかりと取り戻すことが林業

や木材産業として最大の課題で
てつ

あり義務でもあろう。前回の轍

を二度と踏んではならないこと

はいまさらである。

でも，今多くの工務店が建築

している庶民住宅の木材の使い

方があまりにも安易だと思えて

ならない｡相変わらず10.5cm角

ベースで，しかも爪先からてつ

ぺんまで同一樹種が圧倒的。木

は多くの樹種がありそれぞれ特

性をもつ。これの組み合わせこ

そが本当の意味での木造住宅の

はず。太いケヤキの大黒柱とは

いかないまでも，安らげる家，

百年耐ええる家を造り，木への

信頼を呼び戻す極意はそこらに

あるのでは。そんな木は今どき

ないなんて言わない。何しろ国

有林は木の百貨店だそうだから。

内 鼻ヱ

わが国への主要輔出国の丸太輸出

規制の強化，製品形態での輸入品

の増加等から減少傾向にある。

しかし,300kw未満の製材工場

の素材入荷の減少から300kw以

上の製材工場の入荷へとシフトし

たため,300kw以上の製材工場の

素材入荷量は増加傾向にある。

また，1工場当たりの素材入荷

量をみると，特に，「外材のみ｣の

工場の入荷環の伸びが目立ち，過

剰設備の廃棄や操業度が上がって

いることが推測される。

さらに，「国産材のみ」の工場

は，高齢な中大径木が減少してい

る中で，中小径材を中心に緩やか

ではあるが1工場当たりの入荷量

を増やしている。加えて国産材は，

今後かなりの供給壁が期待されて

おり，製材業の再編に向けた動き

を見せている。

43

麓ま|蕊溌邇嬢蕊ま’
故郷の山林を見て

私の故郷は,II本の屋根とい

われる南アルプスの山々に|州ま

れた典型的なIII村である。

この地方は,111村ではあるが

いわゆる林業地ではなく’一戸

の平均所有森林面積は3ha程

度で,戦後の昭和30年代後半ま

では，農業の傍ら炭焼きなどで
生計を立てている家庭が大部分

であった。

当時はほとんどの農家力糯を

飼育しており，この畷tの衷山
は，耕地にならない所以外は馬

の飼料を取るための草山や薪炭

燃料用のナラ・ミズメ・クリ等

を主体とした雑木林が多く，尾

概蒲はアカマツ，沢筋はスギ等
の用材生雷休となっていた。

昭和30年代を境にして,社会

情勢とともにこの地域も大きく

'変鯛絵機に鐘鋤わり,ま
た燃料薄命といわれるように薪
炭がLPガス･石油に取って替わ

って生活様式が一変した。これ

！らの変化を反映して裏山にカラ

マツやスギ．ヒノキが盛んに植

えられるようになった。

30有余年過ぎた現在は,この

地域も例外なく高齢化，過疎化
が進んでいる。一部の専業農家

を除いて，村に残っている若者

は役崇農協，あるいは近くの

町工場などで働いている。林業
で生計を立てている，いわゆる

林家といえる者はなく，山林保

有者のほと心どは「山林」を，
預金と同様な「備え」として位

置付けており，職種的な経営を

行っている者は少ない。

集落の周辺では，腿業規模の
縮小や離村等によって，脚也が

植林によって山林に変わってい

る所が多い。

林道の開設は逐次計画的に行

われているようだが，林道周辺

では，｜徐伐や間伐等若干手入れ
が行われている林分も見られる

ものの，植栽後の手入れが十分
でなく，その後侵入したカンパ

やミズメ，ハンノキなどの広葉

樹の山（薮）となっている所な

どもある。また，間伐の遅れが
原因ではないかと思われる風倒

木被害もあちこちに見受けられ

る。総じて早急に間伐等の手入

れを必要としている林が目立つ。

私は，今後のこの地方の山林
の取り扱いについては，現状の

槻>状況を踏まえ，手入れ不足
で広葉樹の侵入した林分につい

ては，有用広葉樹は残し，風倒

被害地は整理・植栽することと
,し,,間伐を繰り返し，辛抱して，
長伐期・高蓄積の森林に育てる
べき‘と考える。

この場合，間伐の実行がポイ

ントとなる。間伐については，

各地においてもさまざまな取り
組みがされているが，この地域
においては，総業地でないため，
特に山林所有者の間伐に対する
意識の高揚が大切である陰と思う。

したがって，これらに精通した
人材の育成と地域が一体となっ
た取り組みなど，林業技術の普
及指導の一層の取り組みや林業
事業体，森林組合等のプロ集団
の育成と積極的な活用が望まれ

る．

日本の林業は外材や代替材等
の普及により，材価が低迷し今
まさに冬の時代を迎えているが，

このときこそ，森採賛源の充実
を図るときで･はないだろうか。

（枩）

にの柵は編集委員が担当しています）

林業技術No.6411995．8
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っているに違いない。

ところで，本県は第3Iﾛlの全国
かんなみ

植樹祭(昭和27年4月）を函南町

で行い，これを契機に富士・箱根

山麓での拡大造林が官民一体とな

って大々的に進められた。その林

が一部では適切に管理され「富士

桧」の原木となりつつあるが，大

部分は保育管理が不適切であった

り，開発の美名の下で跡形もない。

陛下の植樹されたヒノキはⅨ齢級

になった。

植樹祭は，わが国土緑化と造林

政策に大きな貢献を成した。しか

し，時代の推移とともにその意義

は変わってきた。建築用の樹種か

ら，公園のみどりや郷土樹種・県

の木あるいは広葉樹が選ばれ，

｢山」の緑化から「町」の緑化にま

で広がった。

そこで，全国植樹祭や都道府県

中央植樹祭の成林．成木の姿を訪

ねてみませんか？あの「森」は，

あの「木」はどうなったのか。

小嶋睦雄の5時からセミナー2

植樹祭と国民参加の森づくり

国民参加の森(林)づくりを考え

てみよう。先日，広島へ出張する

機会に恵まれた。本年度の全国植

樹祭は46回と年月を重ねた｡県|ﾉj

外から1万5千人の人たちが参集

し，雨の中，天皇陛一ドがアラカシ

を，、患后陛下はイロハモミジをお

植えになった。県立LI.央公園の中

に広島新空港があるが，植樹祭の

会場はこの公園の一角で行われた。

Mさんの当日の説明を耳にしな

がら，これまでに両陛下が全国各

地でお植えになられた樹木たちに

想いをはせ，眼前のお手植えの大

r'liが原爆投下50年後の節目から，

断しい平和の歴史を少しずつ刻み

込みながら大きく育っていくこと

を願った。

今回，招待された1万余の人々

のうち，議員をはじめとする一般

市民の皆さんは，どんな思いであ

の雨の中で植樹されたのであろう

か。特に議員先生方が，これから

の緑の造成と保全にどれだけ協力

されるのかを国民は注目する必要

があろう。

今年も,静岡県の第46m中央植

樹祭に招待され，中国からの留学

生と一緒に参加した。日中友好の

あかしとして僕らはコデマリを植

えた。未来永劫とまではいわない

が，彼らが母国の中堅幹部となっ

てわが国に再びやってきたときに

青々とした緑をたたえた樹木とな
｜
’
1 一一本一一一一一一一一◇一一一エペ一日一屯一 少“一割一一一一一一一一ン『 －口し－やつ一■輝一毎－一一一一一■－戸ー‐ーー■万一一一一■一一両一一一
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析，山地農業と林業に関する地域

別，主体別，部門別の動向分析は，
ら

広範多岐にわたり織密で，かつ鋭

い。しかも単なる変化や行政対応

の推移のみならず，地域内部の新

たな協同と自治を基礎とした内発

的取り組みにもF1が注がれている

点は特筆されてよい。

全体の過半をl,1iめる第3章では，

それぞれ性格の異なる8つの町村

(西土佐･梼原･土佐･物部･馬路・

仁淀・大川・大正）の実態が詳細

に報告される。いずれも県内はも

とより，全国的にも優等生的山村

として知られており，事実，目覚

ましい業績をもつ。例えば，流域

管理システム，腱林複合経営，附

加価値づくり，第三セクター，山

村リゾート，合意形成などの動き

は示唆に富む。とはいえ，これら

にも問題がないわけではない。そ

の点に関する的確な指摘は本書の

高知県緑の環境会議山村研究会

鈴木文嘉・依光良三。川田勲・飯国芳明著

r国際化｣時代の山村心晨林業問題
一再建への模索・高知県からの報告一

発行:側薇知市文化振興蕊業翻
〒780樹知市水脈5-2箸:;典:
公0888(73)43磯.『
1995年3月31日発行A5判,287"
定価2,000円

「中1ll間地域｣に対する世間の関

心が高まり，「緑｣ブームが沸いて

いる中で，その中核をなすべき山

村と森林の荒廃が進み，危機的様

1;llを深めつつある。だが残念なこ

とに，「中l.ll間」とか「緑」といっ

た表現が使われることによって肝

心かなめの林業・山村問題の深刻

さがぼかされてしまいそうな気が

してならない。

そんな歯がゆさを感じていると

き，全国きっての山国・林業県で

ある高知県を対象にして，これま

でも多くの成果を上げている著者

たちによって，当面する森林・腱

林業・山村の実態を克明に分析し，

問題の核心に迫るとともに再生の

方向を探る意欲的な著作が刊行さ

れた。まず，本書のこの意識を商

く評価したい。

本書は4つの章から成る。初め

の2つの章では戦後半世紀におけ

る林業・山村問題の展開過程を包

括的に論述する。特に人口動態分

伸堆技術No.6411995．8

本の紹介
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1

づくりの出発！国民参加の「森」づくりの出発

点を見ることができるのではな

いか。

植栽は始まりであり，終わり

ではない。途中の生育過程にこ

そr森づくり」の真髄があるの

ではないか。

来年は背烏#|縦''事の下で全国

植樹祭が行われる。返上すると

いう公約はないので，青島知事

らしく「生活都市」「世界都市」

にふさわしい植樹祭を，それも

在日外国人やNGOの参加を得

てやってもらいたい。

その後の保育過程に継続的に

参加し，樹木と人々の｢いのち」

を共有し，共生できる仕掛けを

検討してもらいたい。

植樹祭は一・過性のイベントだ

が，生育する木々は文化遺産と

までなりうる。

(i怖岡大学農学部）
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ずんと強

静岡県駿東郡清水I111の市街地

の輿ん'|!を流れるIIIIIi40～100m

の柿lll川は，約8千5百年前の

大爆発でできた三蹄溶岩流の問

を通り，約40km離れた|玉1道1

号線の臘下から湧き出ている。

御殿場に降った剛が8011かか

ってここから噴き出たと調べた

人もいる。

水源では，地下から多賊の水

が「わき間」と呼ばれる円形の

場所から砂を噴き上げて湧出し，

その湧水城はlu100万tを超

す｡その水が1,200m流れて狩野

川に注いでいる。この間が柿田

川と名づけられているのである。

嵐砿な水峨のミシマバイカ，

県内ではここだけしか発見され

ないというアオハダトンボをは

じめ，アユやアマゴの川魚，カ

ワセミやヤマセなどの鳥類等が

生息しているこの清浄な豊かな

川は，「21世紀に残したい日本

の自然100選」（昭和58年）に

選ばれている。この名水を詩人

大岡僧は，「故郷の水へのメッ

セージ」として次のように詠ん

でいる。

r水が地ドから''側きあがるこ

の泉は地球の子である生き

ものにとって母なる大地の

母乳の湧くたつ‘|製かしい巌

初の吸いLI」

しかし1964年には140万t

あった湧水髄も現在では100

万tに減少し，また1988年には

1、リクロエチレン，トリクロエ

タンなど有機塩素系溶剤が検出

される等汚染も進んでいる。周

囲のケヤキ，ハリエンジュ，ク

ヌギ等の森林は郁市計画上の緑

地として区分され，町もこの森

林の保存には心がけているとい

う｡大岡信の詩は次のように結

んでいる。

「水をけがす肴水を奪う者

は生きものの還える遥かな

場所を奪いけがす者水を

けがす者水を奪う背はい

かなるよき隣人よき職業人

であろうと地表にも人間

の内側にも前もって砂漠の

死を呼び込む譜だ」

実践的111i値を高めている。

最後の第4章は，「山村再生へ

の模索」の牒魑の下で『森林・林

業化社会」の形成を提唱する。こ

こで「森林・林業化社会」の概念

規定は必ずしも定かではないが，

地域に根ざした協|剛体的国土・森

林管雌i〔体への|玉l民的支援を基軸

とする山村W職へのプロセスなら

びにその所雌と解しておく。確か

に，その道程は容易ではあるま

い。だが，客観的条件は徐々に

成熟しつつあるし，予兆も認めら

れる。

人類の歴史は一進一退を重ねな

がら確実に前進することを教えて

くれる。この観点に立って本書を

通読するとき，林業と山村の未来

に明るい展粟が開けてくる。

(IJ1海大学／森巌夫）

計
Ⅱ
叫
諏
Ⅱ
別
釦
Ⅱ
Ⅱ
一

Ｉ
＃
．
…
証
＃ 水源の湧水のすぐ上の台地に

は貴船神社の篇瀞iが祭ってあ
る｡古くはおそらく藤蕃として
いた周囲の森林を，昔の人は大

切に守っていたのであろう。

（筒11:辿夫）
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＊1996年版林業手帳のサイズについて…今春の当協会支部幹事会の折り，林業手帳の大型化について検討
を，との要望が出されました。これを受け，全国の支部幹事諸氏に会員の意向をうかがうアンケーl､の回
答をお願いしましたところ，従来サイズをよしとするご意見と大型化を望まれるご意見がほぼ拮抗し，ま
た，宋同答もほぼ同数という結果が得られました。そこで，意見相半ばの場合の通念に照らし，1996年版
林業手帳のサイズは従来どおりとさせていただきますことをお知らせいたします。アンケートに協力して
いただいた皆様に厚く御礼申し上げます。

＊㈱日本林業技術協会支部連合会のお知らせ…本年度も日本林学会支部大会との共催として，当協会各支部
連合大会を開催いたします。研究者と技術者の交流の機会でもあり，ふるってご参加ください。●第44
回日本林学会北海道支部大会(予定，日本林業技術協会北海道支部連合会共催)…11月10日閏,かでる2．
7（札幌市中央区北2条西7丁同）にて。●第47回日本林学会東北支部大会･日本林業技術協会東北奥
羽支部連合大会（予定）…8月21日(月)～22日㈹，山形大学教蕊部（山形市）にて。●第47回日本林学
会関東支部大会（日本林業技術協会北関東･南関東支部連合会共催）”･10月3日㈹～4日㈱，山梨大学(甲
府市）にて。●第44回日本林学会中部支部大会（日本林業技術協会信州･中部支部連合会共催）…10月
14日㈱～15日仕)，信州大学農学部（長野県上伊那郡南箕輪村）にて。●第46回日本林学会関西支部お
よび日本林業技術協会関西･四国支部連合会合同大会…10月3n㈹～4日㈱，くにびきメッセ(3日),島
根大学農学部（4日，松江市西川津I111)にて。●第51回日本林学会九州支部および日本林業技術協会九
州支部連合会合同大会…10月20日㈱～21日㈹，長崎ビューホテル（長崎市大浦町2-23)にて。

編集部雑記

さざえのつぶやき冷夏が一転猛

醤となって，通勤の車中でも異変が
起きた。背広にネクタイのサラリー
マンスタイルはもうタマランとばか

りにシャツ婆が多くなって，衣の．ド

から現れたのは，デッパリお腹。
汗をふきふきじっと我慢の背広嬢

だったのは，なにをかくそう，このお

腹をかくすためだったのかも。11tの
ご姉人方よ，見るからにムサ苦しい
だの冷房はエネルギーの無駄使いだ
のとF;わずに，中年ご同輩のこの群
労に伺愉してあげてノ（毛沢III)

国セレンケ県森林管理計画調査の

ため同国に派遣した。
◎調査研究部関係業務

7/21,総本会,福島県イヌワシ生

息調査委員会。

7/26,総本会,平成7年度きのこ
菌床培地基材･添加物等使用実態

調査第11副検討委員会。

◎熱帯林管理情報センター関係業
務

7/3,鯵本会,熱帯林管理情報シ

ステム整備事業平成7年度第1回
調査等委員会。

◎技術開発部関係業務

7/12,総本会,酸性雨等森林衰退

対策事業(森林衰退動向調査)平成

7年度第1Inl調査委員会。
◎番町クラブ7月例会

7/31,本会にて,上|本棋院六段中

山典之氏を誰帥として,｢続・囲碁
の世界｣と題する誹淡および質疑

を行った。

◎人事異動(7月31日付け）
退職調勢--部長d杉山文右エ門

’
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◎海外出張

7/4～8,三澤理事長,望月技術開
発部次長,林課長代理を熱帯林管

理情報システム整備事業のためフ

ィリピン国に派遣した。

7/8～23,田畑参事,松本技師,7／
15～23,三澤理事長をセネガル共

和国苗木育成場整理計画のため|可
国に派遣した。

7/10～29,渡辺理事,大平課長代
理,鈴木技師を熱帯林管理情報シ

ステム整備事業のためミャンマー
陸|に派遣した。

7/3～8/1,小林顧問,大lll稲任研

究員,7/3～9/15,小原|』|"ll;蝶部
次長,7/10～9/15,吉|}'1主任研究

員,7/3～9/25,吉村課長代理,7／
10～9/25,川村課長,堀技師,7/
15～8/28,宗像技師をグァテマラ

国現地調査のため同国に派進した。
7/25～8/9,鈴木顧問をモンゴル

再び戦後50年R林協の歴史を

細解いてみると･･前身であった興林
会はII"1120年2度の空襲で被災，会
員名鯆は消失した。終戦の混乱の111
翌21年6月会務活動を開始,8月に
は会誌の復|:1lを果たしている。22年
になると林政統一の渦のIドで他剛体
との統合lNl題を抱えるが，統合はせ
ず新会ulを結成し技術者団体として
存統していくとの断が下され，23年
8〃現法人に改組，等々とある。戦後
の朧史では8月は新たな躍動の月と
して記憾される。（平成の玉手箱）

さざえのつぼやき夏はやっぱり

海水浴にかぎる。子どもが生まれて
からは，般低でも2～3度連れてい

く。後ろから抱えて足の先を波に触

れさせただけで泣きだした0歳の夏，
我れ附せずととぼけた顔で波の中に
突っ立っているだけだった1歳の壇，
砂遊びばかりに興じていた2歳の夏，
そして今年は波を頭までかぶっても
火脚で笑い放っていた。遊べば腹が
減る。空腹にまずいものなし｡潮と熱
誠が調味料となって、さざえのつぼ

やきのうまいこと/(I1I|遊亭明朝）
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亦業蔚顔行雲一賃

8月

主催団体／会場／行那内容等

㈹全国木材組合連合会・仙全日本木材市場巡盟・(柵全国木材IIi売闘方組合
連盟／各地/JAS製材品の生態・流通の砿火および普及の惟進を図る。

地球緑化センター／ネパール王凶ポカラlliおよびカスキ郡／ネパール政府，
現地行政卿と協力し，村落住腿が進める地域改醤活肋に参剛するために，
長期ボランティア派遣を実施し緑化協力禰勤を|＃l始する。

細アフリカ協会(aO3-3501-1878)･IMI西アフリカ協会(aO6-208-5401)･
側大阪国際センター(a06-772-5931)/紡間地fセネガル共:剛国ティエス
州／砂漠化防止のための楠林澗動に参加し，アフリカの現状と間脳を身をもっ
て体験し砂漢化の進行状況の視察，現地の人々との親善交流を行う。

広脇県．木造住宅推進協縦会／広勝り｢↓／木造仇宅の淡全性，機能性，健康
性の特徴を平易に説明し，国民の木造朧宅に対する叩解を尚めるため|)M雌。

MH本木材総合悩糀センター／麻布災術工芸館（東京都港区六本木4-6-
9)／木のクラフトのデザイン・技術等の脚.上と澗費者への普及利用を促進
するため国内と北欧を中心とした優秀作品を災めた腱示会（猟料)。

(棚全国林業改良普及協会・全国林業藩及指導1i伽員協識会・全図林業研究グ
ループ連絡協議会／訪問国＝アメリカ・カナダ。

高知県梼原町／梼原町開発センター・梼原町健康墹進センター。

行輔名 期間区分

全倒第23回JAS製材船
普及惟進展示会

'i]央ネパール緑化協力計耐

8．1～

10．24

7年8月～
8年3月

大阪GREENSAIIEL'95
サヘル地域の緑化協力ミッ
ション

8.15～26

lセネガルでは
7袖811）

広脇｜「水造化宅の|肘漉性｣拙減会 8．22

8．23～9．3｢'1 央森の響き－l1t界・水のクラ
フト鵬

〃第27回海外林業視察研修
団（アメリカ・カナダ）

高知第81'il全国分水領（界）サ
ミッI、

中央’95砂防国際シンポジウム

９
■

９
鋤
鋤

一
一
一

６
８
８

２
２
２

Ｇ

Ｏ

Ｇ

８
８
８ ･95砂l坊国際シンポジウム実行委員会（㈹砂防学会)／シエーンバツハ砂防

(東京都千代田区平河町砂防会館別館)／'1堺各側の砂防研究者，行政担
当者による砂防・治山についての情報交換，討議。

月9

i皇雌f11体／会場／行覗内容筍期洲行0lド塙区分

㈱日本ドゥ・イット・ユアセルフ協会/H本コンベンションセンター（幕
張メッセ）2～6番国際腱示場/DIYの普及啓駿活励を促進するために，
素材･道具の展示を行うほか,DIYスクール，みんなの工作ひろば，花と
緑のフェスティバルなど数々のイベントを|刑雌。

緑と水のシンポジウム実行委員会／新潟ili民プラザホールNEXT21ビル6階
(a025-226-5500)/「緑と水と私たちの生禰」をテーマとしたシンポジウム。

側神戸国際交流協会(a078-303-0029)･｢1･l:11FI梁新lillil:大阪支社(a06
-946-3384）神戸国際展ボ場（ポートアイランド)／住宅建材，住宅設備機
器，建築材料，景観材料の陸I際見本市,1I,W淡会ならびに鯉IY!説明会。

奈良県木材協同組合連合会・奈良県森林組合巡合会・奈良照木材背壮年剛
体連合会・奈良県林業研究グループ連絡協縦会／奈良ﾘﾊ林材大会（9／9，
橿脈市）・住宅ﾌェアー(11ﾉ1III1U,奈良そごう)･児職･生徒水｣皇工作腱(9
月下旬，桜井TIj)･小経水展示即売会（林材まつり1冊1111WIIIIIIP,桜j|:市）・木
材展示即売会(10/5～11/25)/テーマ:兄i血そう森林の役わり水の文化。

(M淋水育種協会･M1I本林業技術協会／林水行椰センター／林木育砿事業
推進のための発表会。

群馬県森林林業後継者卜11体連絲協識会・暇かな森林づくりのための「レデ
イースネッ1､ワーク・21」・群蝿県/Wド馬県勢多郡束村峨童諦ふるさと
館"・宿泊場所：サンレイク草木（盆0277-95-6309)／森林･林業に携わる
女性を対象としたフォーラム。

富士111国際フォーラム実行委員会（瀞士山を:購える会・国立公圃窟士山地
域環境保全対策協議会･イコモスl刻内委貝会･国立公園協会･赫岡新聞社・
SBS静岡放送･II1梨日日新聞社･ll1梨放送)/瀕土市ロゼシアター

㈹仮設工業会･H刊工業新臘l#l:/H本コンベンションセンター（幕張メッ
セ)／仮設磯器関連業界の製I制淵発の成果と般新の悩報を提供し仮設機器
に係る労働災害の撲滅とその開発技術促進に寄与する。

棚愛知建築士会・中部経済新聞祉／名古憾市中小企業振興会館吹上ホール
(下甑区吹上2-6-3)／国内外の建築材料,機器およびI測迦製品を展示し,多
量な情報を建築業界に提起してその需要I喚起を図る°

全日本I11岳写真協会(s03-3634-8030)/東京裟術劇場5階展示ギャラリ
ー／全国の山岳写真愛好家と当111岳写真協会会員の作品を一雄に展示。

中央|.IAPANDIYSIIOW'95IAPANDIYSIIOW'95191～3

新潟緑と水の保全シンポジウム

兵雌KOBEインターホーム'95

緑と水の保全シンポジウム9
（iII

KOBEインターホーム'9519

5
30－16；州〕

6～9

丞
示 良奈良県林材まつり奈良県林材まつり 99～

11．25

中央平成7年喚
林木育弧研究発斐会

群馬女性森林フォーラム
inぐんま

平成7年膜9.12～13
林木育弧研究発斐会

女性森林フォーラム9.13～14
inぐんま

静岡篤士山国際フォーラム廓士山国際フォーラム9．15～16

中央SACEF.95
第1回仮設機器・柵進物総
合展

愛知’95建築総合鵬NAGOYA

SACEF.9519.19～22
第1回仮設機器・柵進物総
合展

'95建築総合鵬NAGOYAI9.20～24

中央｜全日本山岳写典腱全日本山岳写典腱 9－20～25
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HEXATUBE
（ヘキサチューブ）

★1本1本にかぶせて杭にとめるだけ

★鹿やウサギネズミの食害はゼロ

★温室効果で成長は2倍

HEXATUBEは東京農業大学赤井龍男博上の御指導

により当社が開発しました（実用新案特許登録済）

仁志緑化株式会社

〒598大阪府泉佐野市土丸1912番地

TELO724(68)0776FAXO724(67)1724

蕊…蕊涼冒赤褒 壷107束京都港区赤坂4-3-5/振香口座00120-9-195298番
公03=3585-0087㈹ﾉFAXO3-3589-2902

皆川正・箸
A4判/96頁（カラー'6頁)/定価5’000円(税込)/〒380

魚と出会ってから以後25年間，木で魚を作りつ
づけてきた著者が，一人でも多くの方々に魚の
美しさ・形の面白さを共感してもらいたいとい

う想いをこめ，百点を超える作品写真をまとめ
た作品集である。そして~一つの形を作り上げる
喜びを知っても

らうために簡単
なつくり方の頁

を設け，その感

動を共有したい

という気持ちを
こめて作られた

苔である。

■■■■■■■

1 －I

流域林業活性化へα
－流域管理システム区

林野庁計画課臘修/流域替理システム研究会
A5，側/'136頁/定価1,854円(税込)/〒310

編

本習は，他の流域に先ifして流域梼川1システムの推進に向けた取組
みがなされ，今後|同lシステムの硴倣を|鷺|ろうとする流域の参考に商
す~ると思われる'1i例を姫めたものである。

①■一由ら■坐幸一

総 合森林学
上飯坂獅編苫

A5判‘/208頁定価3,090円(税込)/〒310
いまや森林に対する期佛と蝿11は．11琳しに高まりと広がりをみせ
ている。本,1$は．まさに新たな時代に向かっての出発点と方向をボ
すものといえ，無剛1M脳にiM1心を持たれる方々の座右の沓となる。

特用林産むらづくりの実務
林僻庁監修

A5側/384頁定価3,399円(税込)/〒380
特用林産物は雌しい継岱状況にある111村地域の農林家にとって賞砿
な作目となっている。水11}は．将用林産ﾙﾐ典のための榊榊肋，融
資の内容や法令，通述などを脈述したものである。

新版森林計画の実務
森林‘l･両制度研究会編

A5判/592頁定価4,944円(税込)/〒380
森林計画制度の改縛評において．今後，民ｲ淋・国有林が一体とな
った流域椅理システムを帥雌していくこととなった。本詳は今Ir1I，
新たな制度の解説を加えて．雌斯のlﾉ癖で改訂した。

〕取組み事例集
)確立に向けて－
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β

測る
あらゆる図形の座標・面積・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の

タマヤスーバーブラニクスβ
測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
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ク
ス
に
β
（
ベ
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タ
）
登
場
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陣

U
1

』眼蝿噛……擢璽花符

鐸鐸

’ 検査済み±0.1%の高精度

‘酢興はスーパーブラニクスβの榊{側タイプ

スーパープラニクスβは.工場出荷II寺に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご購入

されたときからすぐ土0.1%の高補度でご使用になれます。

使いやすさとコストを
’

1

1コンビュタフレンドリィなオプションツール
追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーパーブラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付今
標準タイプ……

プリンタタイプ

￥160．000

￥192．000 ’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

「豊富な機能をもつスーパーブラニクス
の最高峰スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標辺長、線長

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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新刊

● ‘綴語議
＝

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，熱帯膿業研

究センター，大学ほか76名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1,200円

（本体1,165111）

●(社)日本林業技術協会煽集

●森林総合研究所，熱帯農業研

究センター，大学ほか91名によ
る執筆

●四/六判219ページ

の定価1.200円

（木体1,165111）

●(社)日本林業技術協会耀渠

●森林総合研究所所員82名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1‘010円

（本体9811Kl）

●(社)日本林業技術協会纒集

●森林総合研究所，都道府県試

験研究機関，大学ほか83名によ

る執筆

・四/六判217ページ

●定価1,200円

（本体1,165111）
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蕊拶久
●(社)日本林業技術協会編集

・森林総合研究所，農業環境技

術研究所．農業研究センターほ

か85名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1,030円

（本体10001'1）

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，都道府県林
業研究機関．農業環境技術研究

所，大学ほか73名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1.200円

（本体1,165111）
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●(社)日本林業技術協会編襲

●森林総合研究所.養殖研究所，

大学ほか79名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1.200円

（本体1,165111）

●(社)日本林業技術協会企画

●中野秀章･有光－登･森川靖

3氏による執筆

●四/六判176ページ

●定価1.030円

（木体1.000111）
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	表1

	表2

	1995年8月号目次

	論壇_森林管理と社会とのかかわり-合意形成のマニュアルを考える-

	特集_長期試験地等の設計･運営・成果1_はしがき

	特集_長期試験地等の設計･運営・成果1_釜淵森林理水試験地

	特集_長期試験地等の設計･運営・成果1_照葉樹林における森林生態調査区

	特集_長期試験地等の設計･運営・成果1_動物と植物の相互関係調査地金華山島-シカを中心に-

	解説_森林技術研修と教材整備

	技術情報特別編_システム収穫表プログラムの開発

	第41回林業技術コンテスト発表要旨1_はしがき

	第41回林業技術コンテスト発表要旨1_高尾山国有林において鳥類の種子散布を活用した森林づくりについて

	第41回林業技術コンテスト発表要旨1_除革剤によるニセアカシアの駆除-除伐後の萌芽に着目した低コスト化の試み-

	第41回林業技術コンテスト発表要旨1_ブナ二次林の生長状況調査について

	第41回林業技術コンテスト発表要旨1_ブナ地帯育成天然林施業における林床植生と更新樹の成立状況

	第41回林業技術コンテスト発表要旨1_ヒバ天Ⅰ地栫跡地における稚樹成長の一考察／育成天然林施業(広葉樹除伐試験)について

	第41回林業技術コンテスト発表要旨1_沼牛施業指標林の現況と今後の施業について／国有林の多面的機能を活かした今後の森林管理施業について

	日本人の長寿食17_｢上手に食べて，すらりと出し，ぐっすり眠れ」

	人生至る所に17_蝶で国際協力（11）世界最大の花「ラフレシア」を見た

	傍目八木_木への信頼回復は国有林から，これ極意／統計にみる日本の林業_製材工場の動向／こだま_故郷の山林を見て

	小嶋睦雄の5時からセミナー2_植樹祭と国民参加の森づくり／本の紹介_r国際化｣時代の山村・農林業問題／林政拾遺抄_柿田川

	協会からのお知らせ

	奥付対向(林業関係行事一覧)

	表3対向

	表3

	表4


